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【
研
究
ノ
ー
ト
】

鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動

沼

本

龍

（
松
江
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

摘

要

近
代
の
山
陰
地
域
（
鳥
取
県
・
島
根
県
）
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
詳
し
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
研
究

動
向
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
第
一
に
、
鉄
道
敷
設
法
（
一
八
九
二
年
）
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
実
態
を
、
地
元
新
聞
や
請
願
書
な

ど
を
用
い
て
解
明
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
第
一
次
鉄
道
熱
期
、
す
な
わ
ち
企
業
勃
興
期
で
あ
り
、
日
本
海
側
地
域
と
太
平
洋
側
地
域
の
地
域
格
差
（「
裏

日
本
」
化
）
が
徐
々
に
明
確
に
な
っ
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
二
に
、
鉄
道
敷
設
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
に
は
、
そ
う
し
た
山
陰
地
域
の
状

況
と
課
題
に
関
す
る
い
か
な
る
認
識
が
あ
っ
た
か
を
考
察
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

鳥
取
県
、
島
根
県
、
鉄
道
敷
設
運
動
、
第
一
次
鉄
道
熱
、
地
域
格
差

は
じ
め
に

本
稿
は
、
鉄
道
敷
設（
１
）

法
（
一
八
九
二
年
六
月
二
一
日
公
布
、
法
律
第
四
号
）
成
立

以
前
の
山
陰
地
域
（
鳥
取
県
・
島
根
県
）
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
実
態
を
解

明
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
作
業
を
通
じ

て
、
鉄
道
敷
設
運
動
に
は
山
陰
地
域
の
状
況
と
課
題
に
関
す
る
い
か
な
る
認
識
が

あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

山
陰
地
域
の
鉄
道
敷
設
運
動
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
研
究
水

準
か
ら
の
遅
れ
は
否
め
な
い
。
筆
者
は
そ
う
し
た
研
究
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
、

「
島
根
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
出
発
」（
以
下
、
前
稿
と
略
記
す
る
）
に
お
い

て
島
根
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
起
源
を
明
ら
か
に
し（
２
）

た
。
そ
し
て
、
そ
の

な
か
で
鳥
取
県
の
状
況
に
も
触
れ
、
鳥
取
県
で
は
島
根
県
よ
り
早
い
時
期
か
ら
活

発
な
鉄
道
敷
設
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
鳥

取
県
の
状
況
に
つ
い
て
は
、『
山
陰
新
聞
』（
本
局
・
島
根
県
松
江
）
の
み
で
の
分
析

と
な
り
、
実
態
解
明
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
た
に
鳥
取
県
内
の
新
聞
も
史
料
に
用
い
て
鳥
取
県
に

山
陰
研
究
（
第
三
号
）
二
〇
一
〇
年
十
二
月
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お
け
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
と
前
稿
で
の
成
果
（
島
根
県
の
実
態
）
と
を

総
合
す
る
こ
と
で
、
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し

た
い
。
そ
の
際
、
行
論
上
、
前
稿
の
内
容
と
若
干
の
重
複
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

さ
て
、
本
稿
で
は
対
象
と
す
る
時
期
を
、
山
陰
地
域
で
鉄
道
敷
設
へ
の
関
心
が

高
ま
る
第
一
次
鉄
道
熱
期
（
一
八
八
六
年
〜
。
こ
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。）
か
ら
鉄
道
敷
設
法
の
成
立
前
年
の
一
八
九
一
年
ま
で
と
す
る
。
と
い
う
の

は
、
山
陰
地
域
に
関
し
て
い
え
ば
、
鉄
道
敷
設
法
成
立
の
前
後
で
研
究
の
蓄
積
に

大
き
な
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
成
立
後
の
同
法
に
記
載
さ
れ
た
陰

陽
連
絡
線
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
線
の
比
較
線
決
定
を
め
ぐ
る
各
地
域
（
路
線
）

間
の
競
合
状
況
や
、
そ
の
際
に
作
成
・
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
類
に
関
し
て
は
こ
れ

ま
で
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き（
３
）

た
。
そ
の
一
方
で
、
同
法
成
立
以
前
の
地
域
で
の

動
向
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
三
議
会
で
成
立
し
た
同
法
が
、
陰
陽
連
絡
線
の
第
一
期
予

定
線
の
路
線
を
確
定
し
え
ず
、
複
数
の
比
較
線
を
提
示
す
る
と
い
う
曖
昧
な
も
の

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
は
、
同
法
成
立
以
前
の
地
域
で
の
鉄
道

敷
設
運
動
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
帝
国
議
会
に
お
け
る
同
法
の
審
議
に
、
代
議
士

を
通
じ
て
地
域
の
い
か
な
る
意
向
が
反
映
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、

地
域
で
の
実
態
解
明
は
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ（
４
）

る
。
以
上
が
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

第
二
に
、
山
陰
地
域
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
実
態
解
明
を
通
じ
て
、
そ
こ
に
込
め

ら
れ
た
山
陰
地
域
の
発
展
の
期
待
や
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
地
域
の
状
況
認
識

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
老
川
慶
喜
氏
は
、
企
業
勃
興
期
（＝

第
一
次
鉄
道
熱
期
）

に
は
、
鉄
道
が
及
ぼ
す
効
用
が
一
般
の
人
々
に
も
か
な
り
認
識
さ
れ
て
い
た
と
指

摘
し
て
い
（
５
）

る
。
鉄
道
敷
設
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
、

各
地
域
独
自
の
課
題
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
を
山
陰
地
域
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
時
期
、
徐
々
に
明
確
に
な
っ
て

い
く
地
域
格
差
（「
裏
日
本
」
化
）
の
形
成
が
問
題
と
な
る
。
阿
部
恒
久
氏
は
、「
裏

日
本
」
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
る
の
は
松
方
デ
フ
レ
期
の
一
八
八
四
年
か
ら
一
八
九

一
年
で
あ
る
と
し
、「
裏
日
本
」
化
と
は
日
本
の
近
代
化＝

資
本
主
義
形
成
の
一
環

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
（
６
）

る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
分
析
の
出
発
点
と
し
て
、
第
一
次
鉄
道
熱
の
さ
な
か
、
い
ま

だ
「
鉄
道
云
々
の
声
だ
に
」
聞
か
な
い
山
陰
地
域
に
向
け
て
、
一
八
八
八
年
に
『
鳥

取
新
報
』
で
連
載
さ
れ
た
論
説
「
山
陰
道
鉄
道
論
の
大
要
」
に
着
目
し
た
い
。
そ

し
て
、
鉄
道
敷
設
運
動
に
お
け
る
地
域
格
差
問
題
の
論
じ
ら
れ
方
の
行
方
を
、
そ

の
他
の
請
願
書
等
も
参
照
し
て
追
っ
て
い
き
た
い
。

以
下
、
本
稿
で
用
い
る
史
料
は
、
島
根
県
の
『
山
陰
新
聞
』、
鳥
取
県
の
『
鳥
取

新
報
』、『
鳥
取
新
聞
』
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
鳥
取
県
の
新
聞
が
欠
号
の
時
期
は

『
山
陰
新
聞
』
で
補
っ
た
。

第
一
章

『
鳥
取
新
報
』
に
よ
る
「
山
陰
道
鉄
道
論
の
大
要
」
の
連
載

第
一
節

第
一
次
鉄
道
熱
と
「
山
陰
道
鉄
道
論
の
大
要
」

一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
）
か
ら
始
ま
り
、
農
村
に
深
刻
な
不
況
を
も
た
ら
し

た
大
蔵
卿
・
松
方
正
義
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
松
方
財
政
は
一
八
八
五
年
に
ほ
ぼ
一
段

落
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
一
八
八
六
年
以
降
、
金
利
の
低
下
や
輸
出
急
増
な
ど
に
よ

り
景
気
は
急
速
に
回
復
し
、
日
本
経
済
は
い
わ
ゆ
る
企
業
勃
興
の
時
代
に
入
っ
た
。

企
業
勃
興
の
中
心
は
紡
績
業
、
鉱
山
業
と
並
ん
で
鉄
道
業
で
あ
っ
た
。
日
本
鉄
道

（
一
八
八
一
年
一
一
月
創
立
）
や
阪
堺
鉄
道
（
一
八
八
四
年
六
月
創
立
）
の
好
成
績

も
後
押
し
と
な
り
、
全
国
各
地
で
鉄
道
計
画
が
起
こ
り
、
関
西
・
山
陽
・
九
州
・

三
二

鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
（
沼
本

龍
）

－２２３－



両
毛
・
水
戸
な
ど
多
く
の
鉄
道
会
社
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ（
７
）

た
。
こ
の
時
期
の
鉄
道

会
社
設
立
ブ
ー
ム
を
鉄
道
史
に
お
い
て
は
第
一
次
鉄
道
熱
（
一
八
八
六
〜
一
八
八

九
年
）
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
、
一
八
八
五
年
か
ら
一
八
九
二
年
ま
で
に
出
願
さ
れ
た

私
設
鉄
道
は
五
〇
社
に
の
ぼ
る
が
、
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
わ
ず
か
一
四
社
に

す
ぎ
ず
、
こ
の
時
期
の
私
設
鉄
道
会
社
は
収
益
の
見
通
し
も
な
い
投
機
的
な
計
画

が
少
な
く
な
か
っ（
８
）

た
。

老
川
慶
喜
氏
に
よ
る
と
、
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
は
犬
養
毅
が
主
宰
す
る
『
東

海
経
済
新
報
』
と
田
口
卯
吉
の
主
宰
す
る
『
東
京
経
済
雑
誌
』
が
鉄
道
敷
設
を
め

ぐ
っ
て
激
し
い
論
争
を
展
開
し
て
お
り
、
鉄
道
の
国
民
経
済
や
地
域
経
済
に
及
ぼ

す
効
果
に
つ
い
て
は
、
地
方
名
望
家
た
ち
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い（
９
）

る
。

老
川
氏
は
東
北
鉄
道
計
画
に
対
す
る
飛
騨
地
方
の
名
望
家
を
事
例
に
、
そ
れ
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
国
的
な
鉄
道
熱
と
は
い
う
も
の
の
、
鉄
道
の
効

用
の
と
ら
え
方
に
は
地
域
差
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
然
そ
こ
に
は
各
地

域
の
実
情
に
即
し
た
課
題
や
議
論
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
と
っ
て
身
近
な
情
報
媒
体
で
あ
る
地
元
新
聞
に
着
目
す

る
必
要
が
あ
る
。

一
八
八
八
年
三
月
一
一
日
か
ら
四
月
六
日
、『
鳥
取
新
報
』
に
お
い
て
「
山
陰
道

鉄
道
論
の
大
要
」（
以
下
、「
大
要
」
と
略
記
）
が
、
計
一
一
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ

れ（
１０
）

た
。
こ
の
「
大
要
」
と
は
、
筆
者
で
あ
る
「
記
者
」（
氏
名
不
詳
。
以
下
、
括
弧

を
省
略
）
が
、
京
都
と
下
関
を
東
西
の
起
点
と
し
て
鳥
取
・
島
根
両
県
を
含
む
日

本
海
側
地
域
を
東
西
に
縦
貫
す
る
「
山
陰
鉄
道
」
の
効
用
と
敷
設
の
必
要
性
を
論

じ
た
も
の
で
あ
る
。

「
大
要
」
の
記
事
連
載
の
日
付
、
各
回
の
項
目
の
一
覧
は
【
表
】
の
通
り
で
あ
る
。

表
の
①
〜
④
は
論
説
「
大
要
」
を
発
表
し
た
理
由
や
「
山
陰
鉄
道
」
の
敷
設
を
必

要
と
す
る
理
由
で
あ
り
、
⑤
〜
⑧
は
予
想
さ
れ
る
反
論
と
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え

【表】『鳥取新報』論説「山陰道鉄道論の大要」の連載日・項目一覧（いずれも1888年）

備 考

「第一理由」、「第二理由」

「第三理由」

反対説 山陰鉄道計画は山陰全道での合意
（「同意」）を得ることはできない。
反対説 山陰全道を貫通させるのは、起工
の困難さと経費の問題からして不可能。
反対説 軍事的な要請を満たすには地勢上
工費がかさむ（資本は限られている）。
反対説 山陰鉄道は時期尚早（「物産蕃殖」
の日を待って敷設するべき）。
反対説 地域の豊富ではない資金を大事業
に投入することはできない。

項 目

「今日の気運は鉄道布設に傾けり」

「山陰道鉄道論の大要と題する所以」
「山陰全道の鉄道輿論を喚起せざるべ
からざる所以」

「山陰道鉄道論を起す所以」

「山陰道鉄道論を起す所以の続き」

「仮定反対説」

「仮定反対説の続き」

「仮定反対説のつゞき」

「仮定反対説のつゞき」

「山陰鉄道の里数及其資本の事」

「山陰鉄道の里数及其資本の続き」

「結論」

表 題

山陰道鉄道論
の大要

山陰道鉄道論
の大要 二

山陰道鉄道論
の大要 三
山陰道鉄道論
の大要 四
山陰道鉄道論
の大要 五

山陰道鉄道論
（ママ）

の大要 五

山陰道鉄道論
の大要 七
山陰道鉄道論
の大要 八
山陰道鉄道論
の大要 九
山陰道鉄道論
の大要 十
山陰道鉄道論
の大要 十一

掲載日

３月１１日

３月１３日

３月１７日

３月１９日

３月２１日

３月２３日

３月２７日

３月２９日

３月３１日

４月２日

４月６日

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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で
あ
る
。
⑨
・
⑩
は
、「
山
陰
鉄
道
会
社
」
計
画
の
事
業
規
模
や
資
本
調
達
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
大
要
」
各
回
の
引
用
先
の
表
記
に
関
し
て

は
、
注
の
代
わ
り
に
【
表
】
中
の
番
号
（
①
〜
⑪
）
を
付
け
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

こ
の
論
説
は
「
鉄
道
布
設
の
方
法
を
講
ず
る
」
の
で
は
な
く
、「
鉄
道
布
設
の
輿

論
を
喚
起
す
る
」
こ
と
（
⑪
）
を
今
日
の
急
務
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
山
陰
鉄

道
会
社
」
の
設
立
計
画
に
ま
で
話
は
及
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
内
容
と
規
模
の
論

説
は
同
時
期
の
島
根
県
（『
山
陰
新
聞
』）
に
は
見
ら
れ
ず
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
の

山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
評
論
と
し
て
は
、「
大
要
」
は
お
そ
ら
く
初
め
て
の
も
の

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
記
者
は
鉄
道
敷
設
の
議
論
が
今
や
「
甚
だ
喧
し

く
殆
ん
ど
日
本
全
国
の
輿
論
」
と
な
る
な
か
、「
鉄
道
云
々
」
の
声
す
ら
聞
か
な
い

の
は
「
唯
だ
我
が
山
陰
の
一
道
あ
る
の
み
」
で
あ
る
と
し
て
、
山
陰
地
域
の
鉄
道

輿
論
を
喚
起
す
べ
く
「
大
要
」
を
発
表
し
た
と
し
て
い
る
（
①
）。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
で
は
、
こ
の
「
大
要
」
の
発
表
を
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
（
議

論
も
含
め
た
）
の
出
発
点
と
し
て
と
ら
え
た（
１１
）

い
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
大
要
」
に
つ

い
て
、
工
費
概
算
や
鉄
道
の
軍
事
上
の
利
点
の
問
題
に
は
深
く
は
立
ち
入
ら
ず
、

鉄
道
敷
設
運
動
、
地
域
格
差
問
題
を
軸
に
論
じ
て
い
く
。

な
お
、
こ
の
「
大
要
」
が
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
要
因
と
し
て
は
、
全
国
的

な
鉄
道
熱
の
動
向
に
加
え
、
山
陽
鉄
道
会
社
計
画
（
神
戸
〜
下
関
間
）
の
進
展
が

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
要
」
発
表
直
前
の
一
八
八
八
年
一
月
四
日
、
山
陽

鉄
道
会
社
に
私
設
鉄
道
条
例
に
よ
る
免
許
状
が
下
付
さ
れ
て
お（
１２
）

り
、
後
述
す
る
よ

う
に
「
大
要
」
に
は
山
陽
鉄
道
計
画
を
参
考
に
し
て
考
察
さ
れ
た
箇
所
が
多
く
見

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
節

「
山
陰
道
鉄
道
論
の
大
要
」
の
内
容

（
１
）
記
者
の
見
た
山
陰
地
域
と
鉄
道
熱

「
大
要
」
連
載
初
期
の
①
・
②
で
は
、「
大
要
」
を
発
表
し
た
理
由
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
、
記
者
が
鉄
道
熱
の
状
況
を
い
か
に
見
て
い
た
か
、
そ
も

そ
も
、
山
陰
地
域
は
い
か
な
る
状
況
に
あ
っ
た
の
か
が
見
て
取
れ
る
。

記
者
に
よ
る
と
、
鉄
道
敷
設
の
「
談
」
は
「
甚
だ
喧
し
く
殆
ん
ど
日
本
全
国
の

輿
論
」
で
あ
り
、
各
地
の
有
志
は
鉄
道
敷
設
の
計
画
に
着
手
し
て
い
た
。
し
か
し
、

今
日
に
お
い
て
「
鉄
道
云
々
の
声
だ
に
聞
か
ず
、
恰
か
も
風
雨
何
れ
の
地
に
あ
る

乎
と
謂
は
ぬ
斗
り
の
有
様
」
は
「
五
畿
六
道
」
中
、「
唯
だ
我
が
山
陰
の
一
道
あ
る

の
み
」
で
あ
っ
た
（
①
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
記
者
は
「
諸
事
万
端
総
べ
て
他
に
後

る
ゝ
は
我
が
山
陰
道
の
持
前
」
と
、
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
（
①
）。

以
上
の
よ
う
な
山
陰
地
域
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
「
大
要
」
が
必
要
で
あ
っ

た
。
記
者
は
、「
本
編
に
は
只
だ
山
陰
道
鉄
道
論
の
大
要
」
を
述
べ
、「
今
日
は
先

づ
山
陰
全
道
の
鉄
道
輿
論
を
喚
起
す
る
を
以
て
急
務
」
と
し
、
詳
細
な
議
論
は
後

日
に
譲
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
記
者
に
よ
る
と
「
山
陰
道
鉄
道
」
の
将
来

性
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
山
陰
道
鉄
道
」
は
、
政
治
上
・
商
業
上
・
兵
略
上
か

ら
見
て
も
「
最
と
も
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
の
業
」
で
、
創
業
の
当
初
は
収
益
が

出
な
く
と
も
「
将
来
ハ
必
ず
洪
利
あ
る
べ
き
」
事
業
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
「
早
晩
、

是
非
に
」
敷
設
す
べ
き
で
あ
っ
た
（
以
上
②
）。

そ
し
て
、
記
者
の
「
願
ふ
処
」
は
「
山
陰
道
の
人
自
か
ら
相
結
合
し
て
山
陰
鉄

道
会
社
を
組
織
」
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
②
）。
そ
れ
は
「
起
業
上
特
別
の
便
利
」

を
得
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、「
将
来
の
利
益
」
を
「
他
方
人
」（
山
陰
地
域
以
外
の
人
々
）

に
奪
わ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
か
、
記
者
は
「
進
取
を
競
ふ
」
今
日
、

す
な
わ
ち
企
業
勃
興
期
で
あ
る
今
日
を
「
進
取
の
社
会
」
と
表
現
し
、
次
の
よ
う
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に
説
明
し
て
い
る
（
②
）。

（
を
脱
カ
）

世
間
少
し
く
時
務
を
知
れ
る
の
徒
は
常
に
虎
眼
鷹
目
以
て
進
取
の
旗
を
翻
さ

ん
と
睥
睨
す
る
際
な
る
が
、
故
に
若
し
前
途
に
利
益
あ
る
の
事
業
之
れ
あ
る

こ
と
を
発
見
せ
ば
地
の
遠
近
資
金
の
多
寡
を
問
は
ず
、
即
時
に
計
を
決
し
て

進
取
の
旗
を
樹
つ
る
こ
と
を
猶
予
せ
ざ
る
な
り
、
且
つ
果
し
て
将
来
に
利
益

あ
る
事
業
な
る
を
確
認
せ
ば
、
固
よ
り
一
時
の
利
害
目
前
の
得
失
の
如
き
は

敢
て
其
の
問
ふ
処
に
あ
ら
ず
、
即
ち
今
日
の
社
会
た
る
概
し
て
此
の
如
き
勢

（
臥
榻
カ
）

の
社
会
な
れ
ば
、
苟
く
も
興
業
殖
利
の
業
に
志
す
徒
は
、
須
ら
く
所
謂
臥
�

の
下
他
人
の
鼾
寝
を
許
さ
ゞ
る
事
に
念
慮
を
注
ぎ
、
以
て
利
益
を
他
人
に
横

奪
せ
ら
れ
ざ
る
の
計
を
為
す
こ
そ
甚
だ
肝
要
な
れ
（
以
下
、
読
点
は
引
用
者
）

今
や
企
業
勃
興
期
と
い
う
空
前
の
企
業
投
資
ブ
ー
ム
の
状
況
下
に
あ
り
、
各
地

で
様
々
な
計
画
が
起
こ
っ
て
い
た
。「
鋭
敏
な
る
世
の
興
業
家
」
は
一
攫
千
金
を
狙
っ

て
お
り
、
有
望
な
事
業
を
め
ぐ
っ
て
は
一
刻
の
予
断
を
も
許
さ
な
い
。
記
者
は
、

先
述
の
山
陽
鉄
道
会
社
計
画
が
起
こ
っ
た
「
一
原
因
」
は
、
こ
の
事
業
を
「
他
方

の
人
に
奪
は
る
べ
し
と
の
懸
念
」
を
山
陽
道
の
有
志
が
抱
い
た
こ
と
に
あ
る
と
述

べ
て
い
る
（
②
）。

鉄
道
敷
設
は
山
陰
地
域
の
発
展
の
好
機
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
山
陰
地
域
の
人
々

の
「
有
様
」
は
、
彼
ら
の
眼
前
の
利
益
（「
山
陰
鉄
道
」）
さ
え
も
他
地
域
に
「
横

奪
」
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
危
惧
を
記
者
に
抱
か
せ
る
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。
急

速
に
資
本
主
義
化
が
進
む
な
か
で
、
記
者
は
山
陰
地
域
の
利
益
を
第
一
に
考
え
、

山
陰
地
域
の
人
々
が
主
役
と
な
っ
た
同
地
域
の
発
展
を
展
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
２
）「
山
陰
道
鉄
道
論
を
起
す
所
以
」
―
「
山
陰
鉄
道
」
の
効
用
―

次
に
、
③
・
④
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
三
項
目
の
「
山
陰
道
鉄
道
論
を
起
す
所
以

（
理
由
）」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
①
・
②
で
「
輿
論
」
喚
起
の
必
要
性
を
説
い
て

お
り
、
そ
れ
自
体
「
所
以
（
理
由
）」
と
い
え
る
が
、
③
・
④
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
は
、「
山
陰
鉄
道
」
が
地
域
や
国
家
に
も
た
ら
す
効
用
で
あ
る
。

第
一
は
、「
大
要
」
の
軸
と
も
い
う
べ
き
論
点
で
あ
る
が
、
鉄
道
で
運
輸
交
通
の

便
を
改
善
す
る
こ
と
が
「
大
に
物
産
を
蕃
殖
す
る
を
得
べ
く
、
以
て
大
に
人
智
の

（
マ
マ
）

開
発
を
進
速
な
ら
し
む（
１３
）

る
」
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
③
）。
①
で
山

陰
地
域
の
状
況
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
萎
微
不
振
を
極
め
、
物
産
多
か
ら
ず
、
資
本
饒
か
な
ら
ず
、
一
言
之

れ
を
掩
へ
は
、
実
に
荒
涼
粛
殺
鞦
韆
院
落
の
衰
状
あ
る
、
夫
れ
の
み
か
地
勢

北
方
に
僻
し
て
峨
然
た
る
山
脈
□
東
西
南
北
に
延
き
、
中
に
数
線
の
大
河
巨

流
あ
る
等
、
実
に
鉄
道
布
設
の
事
ハ
思
ひ
も
寄
ら
ざ
る
事

山
陰
地
域
の
経
済
的
な
不
振
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、「
山
陰
鉄
道
」
は
「
間
接

に
直
接
に
有
形
に
無
形
に
、
大
に
我
が
山
陰
全
道
を
益
し
、
又
た
大
に
国
家
を
益
」

す
事
業
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
①
）。
鉄
道
が
山
陰
地
域
の
不
振
脱
却
の
手
段
と
な

る
と
い
う
訳
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
、「
山
陰
鉄
道
」
に
よ
っ
て
交
通
を
改
善
し
、

ゆ

「
何
事
も
他
道
の
後
に
瞠
若
た
り
し
陋
観
を
一
洗
し
て
、
将
さ
に
他
道
と
輸
羸
（
輸

る
い

（
マ
マ
）

贏＝

勝
負

―
引
用
者
注
）
を
争
ひ
得
る
の
活

溌

位
置
に
進
む
」（
③
）
と
述
べ

・

・

・

・

・

て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
何
事
も
他
道
の
後
に
瞠
若
た
り
し
陋
観
」（
傍
点

―
引
用
者
）
と
あ
る
よ
う
に
、
先
に
述
べ
た
山
陰
地
域
の
「
衰
状
」
が
山
陰
・
山

陽
の
地
域
格
差
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

記
者
に
よ
る
と
、
山
陽
と
山
陰
は
「
其
観
を
異
に
す
る
恰
か
も
別
天
地
の
如
き

も
の
」
が
あ
っ
た
。
山
陰
と
山
陽
を
比
べ
る
と
、「
其
面
積
戸
数
及
人
口
等
の
点
に

於
て
、
山
陰
は
則
ち
山
陽
の
半
数
に
及
ば
ず
と
雖
ど
も
、
而
か
も
山
陽
山
陰
等
し

く
八
ヶ
国
を
有
し
、
且
つ
等
し
く
中
帯
の
日
本
国
の
西
部
に
あ
り
て
、
僅
か
に
腹

背
を
な
し
寒
暖
を
異
に
す
る
の（
１４
）

み
」
で
あ
っ
た
（
③
・
⑤
）。
そ
れ
で
は
、
何
故
山

陰
の
「
人
智
」・「
物
産
」
は
山
陽
に
遠
く
及
ば
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
記
者
に
よ

－２２０－
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る
と
「
運
輸
交
通
の
道
に
便
不
便
の
別
」
が
あ
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
山
陽
は
、

「
地
理
上
自
然
の
便
利
を
有
し
、
海
運
に
陸
運
に
甚
だ
自
由
な
る
も
の
」
が
あ
る
一

（
マ
マ
）

方
、
山
陰
は
、「
地
理
上
自
然
の
便
利
を
欠

ぎ
、
連
山
一
帯
三
方
を
塞
き
、
北
の

方
僅
か
に
海
に
瀕
す
と
雖
ど
も
、
良
好
の
港
湾
な
く
、
海
運
に
陸
運
に
凡
べ
て
甚

だ
自
由
な
ら
ざ
る
」
状
況
で
あ
っ
た
。「
運
輸
交
通
の
便
不
便
は
大
に
人
智
の
開
否

物
産
の
殖
否
に
関
係
」
が
あ
り
、
山
陰
地
域
の
不
振
は
鉄
道
敷
設
に
よ
っ
て
打
開

す
る
必
要
が
あ
っ
た
（
以
上
③
）。

ま
た
、「
運
輸
の
道
は
人
間
百
事
の
利
源
」（
⑦
）
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
、
交
通

機
関
の
改
良
に
よ
っ
て
発
展
を
遂
げ
た
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
事
例
に
基
づ
き

説
明
し
て
い
る
（
⑦
）。
そ
し
て
、
記
者
は
「
世
界
列
国
中
に
於
て
最
近
の
新
開
国
」

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
例
に
、
鉄
道
は
後
進
地
で
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
威
力
を
発
揮
す

る
と
し
、「
大
要
」
連
載
後
の
論
説
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い（
１５
）

る
。

鉄
道
は
之
れ
を
往
来
頻
多
、
商
売
繁
昌
、
物
貨
輻
湊
の
土
地
に
布
設
す
る
こ

そ
著
る
し
く
公
私
の
利
益
を
感
ず
る
も
の
な
れ
、
之
れ
を
往
来
稀
少
、
商
売

不
振
、
産
業
萎
靡
の
土
地
に
布
設
し
た
り
と
て
更
に
利
益
あ
る
べ
か
ら
ず
と

ハ
世
人
の
往
々
想
像
す
る
処
な
れ
ど
も
、
其
実
際
は
全
く
然
ら
ず
し
て
却
つ

て
後
者
の
方
其
利
益
著
る
し
く
前
者
の
方
其
利
益
著
る
し
か
ら
ざ
る
の
結
果

（
マ
マ
）

あ
る
（
中
略
）、
後
者
の
土
地
即
ち
夫
の
諸
事
萎
靡
を
極
む
る
避
地
に
之
を
布

設
し
て
其
利
益
の
著
る
し
き
も
の
あ
る
こ
そ
実
に
鉄
道
其
も
の
ゝ
固
有
す
る

処
の
効
力
な
れ
ば
な
り

こ
の
よ
う
に
、
記
者
に
は
鉄
道
事
業
に
対
す
る
絶
大
な
期
待
と
確
信
が
あ
っ
た
。

一
八
八
〇
年
代
後
半
の
時
点
で
山
陰
地
域
の
立
ち
遅
れ
に
つ
き
、
こ
れ
ほ
ど
明
確

に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
鉄
道
が
単
な
る
地
域
開
発
の
手
段
の
み
な

ら
ず
、
地
域
格
差
是
正
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
特
筆
に

値
す
る
。

次
に
、
効
用
の
第
二
は
、「
山
陰
鉄
道
」
が
山
陰
地
域
の
利
益
の
み
な
ら
ず
国
家

全
体
の
利
益
と
も
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
（
③
）。
鉄
道
事
業
に
お
い
て
「
国
家
永

遠
の
利
害
得
失
に
着
目
」
す
る
こ
と
は
最
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
其
地

方
々
々
の
短
線
鉄
道
」
は
、
将
来
の
「
全
国
貫
通
の
一
大
幹
線
」
に
大
い
に
妨
害

を
与
え
、「
国
家
永
遠
の
利
」
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
「
山
陰

鉄
道
」
は
京
都
を
起
点
と
し
て
山
陰
地
域
を
東
西
に
縦
貫
し
て
下
関
に
至
る
大
路

線
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

第
三
は
「
山
陰
鉄
道
」
の
も
つ
軍
事
上
の
利
点
で
あ
る
（
④
）。
記
者
に
よ
る
と
、

既
存
の
「
日
本
諸
鉄
道
」
は
「
兵
事
上
概
し
て
不
利
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
ら
は
有
事
の
際
に
敵
の
攻
撃
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
、
各
鎮
台
は
孤
立
無
援
の

状
態
と
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
山
陰
鉄
道
」
は
「
兵
事
上
究
竟
の
要
害

鉄
道
」
と
な
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
海
岸
付
近
ま
で
山
が
ち
な
山
陰
地
域

の
地
形
上
、
海
岸
沿
い
の
路
線
を
選
ぶ
の
は
「
難
中
の
難
」
で
あ
り
、
殊
更
に
海

岸
沿
い
の
路
線
を
選
ぶ
必
要
も
な
い
の
で
、「
必
然
」
的
に
「
山
陰
道
の
中
部
以
南
」

に
路
線
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
そ
う
す
れ
ば
有
事
の
際
に
敵
艦
か
ら

の
攻
撃
を
免
れ
、
さ
ら
に
は
大
阪
・
広
島
の
両
鎮
台
の
連
絡
を
も
補
う
効
果
も
あ

る
と
し
た
。

以
上
、「
大
要
」
が
指
摘
す
る
「
山
陰
鉄
道
」
の
三
つ
の
効
用
を
見
て
き
た
が
、

第
一
・
第
三
の
効
用
は
山
陰
地
域
の
地
勢
や
経
済
の
状
況
に
即
し
た
内
容
と
い
え

る
。（

３
）「
山
陰
鉄
道
会
社
」
計
画

記
者
は
、
こ
れ
ら
の
効
用
を
備
え
た
「
山
陰
鉄
道
」
を
、
私
設
鉄
道
（「
山
陰
鉄

道
会
社
」）
と
し
て
実
現
す
る
べ
き
と
し
、
⑨
・
⑩
で
そ
の
計
画
の
概
要
を
述
べ
て

い
る
。
記
者
の
考
え
る
「
山
陰
鉄
道
会
社
」
は
資
本
金
「
概
ね
」
一
七
〇
〇
万
円
、

三
六

鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
（
沼
本

龍
）
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路
線
延
長
四
〇
〇
マ
イ
ル
の
事
業
で
あ
る
（
⑨
）。
こ
れ
は
山
陽
鉄
道
会
社
の
計
画

を
参
考
に
記
者
が
推
算
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
記
者
自
身
、「
元
来
疲
弊

を
極
め
た
る
山
陰
道
よ
り
此
の
金
額
を
募
集
せ
ん
こ
と
、
実
に
是
れ
望
外
の
事
と

云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」（
⑨
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
資
金
募
集
は
い
か
に

行
え
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
記
者
の
考
え
る
方
法
と
は
、
一
〇
ヶ
年
の
事
業
と

し
た
場
合
、
ま
ず
、
資
本
金
一
七
〇
〇
万
円
を
一
〇
年
（
一
〇
期
）
に
分
割
し
、

一
年
あ
た
り
一
七
〇
万
円
ず
つ
を
募
集
す
る
。
次
に
、
そ
の
一
七
〇
万
円
を
山
陰

「
七
ヶ
州
」
で
分
割
し
て
、「
一
ヶ
州
毎
に
年
々
二
拾
四
万
二
千
余
円
づ
ゝ
を
募
り

て
十
ヶ
年
に
都
合
一
千
七
百
万
円
」
の
資
本
を
募
集
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
⑩
）。
さ
ら
に
、
記
者
は
鉄
道
を
必
要
と
す
る
度
合
い
に
応
じ
て
、
地
域
ご
と
の

資
本
金
の
分
担
額
を
調
整
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

記
者
は
以
上
の
よ
う
な
方
法
を
採
れ
ば
、
一
七
〇
〇
万
円
と
い
う
募
集
金
額
は

「
莫
大
」
で
あ
る
が
「
世
人
の
想
像
す
る
が
如
く
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
（
⑩
）。

な
お
、
山
陰
地
域
だ
け
で
は
資
金
が
不
足
す
る
場
合
は
、
政
府
か
ら
の
補
助
や
山

陰
地
域
外
か
ら
の
投
資
を
要
請
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
し
て
い
る
（
⑩
）。

（
４
）
鉄
道
敷
設
運
動

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
山
陰
の
各
地
域
の
間

で
の
合
意
形
成
が
当
然
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
記
者
は
⑤
（「
仮
定
反

対
説
」
へ
の
反
論
）
で
、
山
陰
地
域
全
体
で
の
合
意
形
成
は
可
能
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
鉄
道
敷
設
を
め
ぐ
る
地
域
の
合
意
形
成
の
問
題
は
、
こ
の
あ
と
の
山

陰
地
域
の
鉄
道
敷
設
運
動
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
論
点
と
な
る
事
柄
な
の

で
、
記
者
の
見
解
を
こ
こ
で
詳
し
く
確
認
し
て
お
き
た
い
。

記
者
は
⑤
に
お
い
て
、
山
陰
地
域
の
な
か
に
は
、
鉄
道
敷
設
に
「
左
ほ
ど
の
必

要
を
感
せ
さ
る
地
方
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、「
同
意
地
方
」
は
多
数
で

「
不
同
意
地
方
」
は
少
数
と
予
想
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

何
と
な
れ
は
、
山
陰
各
地
方
の
人
ハ
、
久
し
く
山
陰
地
方
の
振
は
ざ
る
を
慨

歎
す
る
者
な
れ
ば
、
若
し
山
陰
鉄
道
布
設
の
談
を
聞
か
ば
、
必
ず
山
陰
の
衰

状
挽
回
上
必
要
な
り
と
の
感
を
起
し
て
、
欣
々
之
れ
に
応
ず
べ
け
れ
ば
な
り

山
陰
地
域
の
「
衰
状
」
と
い
う
現
状
を
前
に
、
そ
の
克
服
の
た
め
に
山
陰
地
域

は
一
つ
に
な
れ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
大
事
」
の
た
め

に
は
少
数
意
見
（「
区
々
の
小
節
」）
に
拘
わ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
断
言
し
て
い

る
。
何
故
な
ら
、
山
陰
鉄
道
は
「
大
に
国
家
を
益
し
又
た
大
に
山
陰
道
を
益
す
る
」

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
記
者
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
⑤
）。

所
謂
山
陰
鉄
道
を
必
要
と
せ
ざ
る
山
陰
一
二
地
方
も
亦
た
、
此
の
如
く
既
に

（
た
と
い
）

山
陰
道
の
人
民
た
る
上
は
、
設
ひ
法
律
上
の
義
務
ハ
な
く
と
も
、
徳
義
上
必

ず
同
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
義
務
あ
る
べ
し
、
之
れ
を
如
何
ん
ぞ
、
自
己
の

居
住
す
る
地
方
の
利
害
の
み
に
着
目
し
て
、
山
陰
全
道
の
利
害
を
度
外
視
し

て
可
な
ら
ん
や

こ
れ
は
山
陰
地
域
に
居
住
す
る
以
上
、
山
陰
の
利
害
に
関
わ
る
問
題
に
は
「
徳

義
上
」
同
意
す
る
「
義
務
」
が
あ
る
と
い
う
、
記
者
の
山
陰
地
域
一
体
論
と
も
い

う
べ
き
指
摘
で
あ
る
。
立
ち
遅
れ
た
山
陰
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
山
陰
地
域
の
結
集
の
要
素
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
記
者
は
「
大
要
」
の
最
終
回
に
て
地
域
の
有
志
（「
論
者
」）
に
向
け

て
次
の
よ
う
に
「
切
望
」
し
て
い
る
（
⑪
）。

願
く
は
一
層
の
奮
発
心
を
起
し
、
深
く
自
か
ら
信
じ
て
山
陰
鉄
道
の
首
唱
者

と
な
り
、
率
先
者
と
な
り
、
山
陰
各
州
を
奔
走
し
て
、
或
は
同
感
の
士
を
招

き
、
又
或
ハ
遊
説
を
試
み
て
、
以
て
全
道
の
鉄
道
輿
論
を
造
出
せ
ん
こ
と
を
、

将
た
山
陰
道
の
人
に
し
て
常
に
山
陰
の
、
他
道
の
後
に
瞠
若
と
し
て
振
ふ
能

は
ざ
る
を
慨
歎
す
る
の
士
ハ
（
中
略
）
須
ら
く
筆
に
口
に
斉
し
く
山
陰
鉄
道
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の
起
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
唱
導
し
て
、
以
て
心
力
を
輿
論
喚
起
の
事

に
尽
さ
ん
事
を

こ
こ
で
記
者
の
い
う
「
論
者
」
と
は
い
わ
ゆ
る
地
方
名
望
家
層
を
さ
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
記
者
に
よ
る
「
大
要
」
の
発
表
と
い
う

試
み
は
、
地
域
の
有
志
者
に
対
し
て
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

早
速
、「
大
要
」
連
載
中
の
三
月
二
五
日
に
、
鳥
取
で
の
政
談
演
説
会
に
お
い
て
、

県
会
議
員
（
気
多
郡
）
の
中
島
孝
治
が
「
山
陰
鉄
道
論
」
の
演
説
を
行
っ
た
模
様

で
あ（
１６
）

る
。
続
い
て
、
同
月
二
六
・
二
七
日
の
倉
吉
町
で
の
政
談
演
説
会
に
お
い
て

県
会
議
員
（
久
米
郡
）
の
山
瀬
幸
（
１７
）

人
が
「
山
陰
鉄
道
論
」
と
題
す
る
演
説
を
行
っ

て
い（
１８
）

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
記
者
は
「
大
要
」
の
最
終
回
で
、「
何
ん
ぞ
図
ら
ん
、

本
編
の
紙
上
に
登
り
し
以
来
、
早
く
も
二
三
の
同
論
者
を
出
し
、
而
し
て
是
等
の

論
者
ハ
、
往
々
公
衆
に
向
つ
て
、
山
陰
鉄
道
の
起
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
説

き
、
暗
に
記
者
の
本
編
に
声
援
を
与
へ
た
る
事
誠
と
に
予
期
外
の
事
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
る
（
⑪
）。
な
お
、
こ
の
山
瀬
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
鳥
取
県

で
の
鉄
道
敷
設
（
特
に
倉
吉
起
点
の
路
線
）
に
向
け
て
、
地
域
と
帝
国
議
会
の
双

方
で
尽
力
し
て
い
く
人
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
例
外
的
な
も
の
で
、
他
に
目
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
新
聞
報
道
か
ら
有
志
の
動
き
が
確
認
で
き
な
い
こ
と

や
、『
鳥
取
新
報
』
が
「
大
要
」
に
続
き
、
五
月
か
ら
「
山
陰
鉄
道
論
を
し
て
竟
に

立
消
に
属
せ
し
む
る
勿
れ
」
と
い
う
論
説
を
五
回
（
五
月
二
四
日
・
二
八
日
・
三

〇
日
、
六
月
一
日
・
五
日
）
に
わ
た
り
連
載
し
て
い
る
点
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

（
マ
マ
）

の
な
か
で
記
者
は
、「
山
陰
鉄
道
論
の
大
要
」
の
発
表
に
よ
り
、
山
陰
鉄
道
の
こ
と

は
「
意
外
に
も
忽
ち
有
志
者
間
の
一
問
題
」
と
な
る
も
、
す
ぐ
に
熱
が
冷
め
「
殆

ん
ど
馬
耳
東
風
毫
も
亦
た
奮
発
の
色
な
き
も
の
ゝ
如
き
」
状
況
と
な
っ
た
と
述
べ

て
い
る
（
五
月
二
四
日
付
）。
そ
し
て
、
有
志
者
に
対
し
て
は
「
沈
着
の
風
装
を
為

す
が
如
き
事
を
ば
止
め
て
断
然
山
陰
鉄
道
の
首
唱
者
と
な
り
、
以
て
一
日
も
速
か

（
マ
マ
）

に
山
陰
鉄
道
論
を
し
て
実
地
の
問
題
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
切
望
」（
同
日
付
）
し
て

い
る
。

記
者
は
、
有
志
者
に
「
首
唱
者
」
と
な
る
べ
く
再
三
檄
を
飛
ば
し
た
が
、
そ
の

か
い
む
な
し
く
、「
大
要
」
に
対
す
る
反
響
は
地
域
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
新
聞
に
県
内
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
関
連
記
事
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
は
翌
年
以
降
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
か
つ
て
「
鉄
道
云
々
の
声
」
す

ら
聞
か
な
か
っ
た
山
陰
地
域
に
お
い
て
は
、「
大
要
」
の
発
表
は
鉄
道
敷
設
運
動
に

と
っ
て
大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

山
陰
地
域
が
交
通
不
便
に
よ
り
不
振
に
喘
い
で
お
り
、
鉄
道
に
よ
っ
て
そ
う
し

た
地
域
格
差
を
是
正
す
る
と
い
う
議
論
は
、
そ
の
後
長
期
に
わ
た
る
山
陰
地
域
の

鉄
道
敷
設
運
動
な
か
で
、
幾
度
と
な
く
目
に
す
る
こ
と
と
な
る
。
地
域
の
鉄
道
敷

設
運
動
の
萌
芽
的
段
階
で
既
に
そ
う
し
た
議
論
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
山
陰
地
域
の
人
々
自
ら
に
よ
る
起
業
（
私
鉄
計
画
）
を
通
じ
た
地
域
格
差

是
正
策
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
格
差
問
題

に
せ
よ
山
陽
鉄
道
計
画
に
せ
よ
、「
大
要
」
は
全
体
と
し
て
、
山
陽
地
域
の
動
向
を

強
く
意
識
し
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
二
章

第
一
次
鉄
道
熱
期
の
鉄
道
敷
設
運
動

第
一
節

一
八
八
九
年
の
鳥
取
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動

企
業
勃
興
は
一
八
八
九
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
鉄
道
熱
も
こ
の
年
ピ
ー
ク

に
達
し
た
。
前
章
で
登
場
し
た
記
者
が
待
ち
望
ん
だ
、
山
陰
地
域
の
有
志
に
よ
る

本
格
的
な
鉄
道
敷
設
運
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
同
年
の
こ
と
で
あ
る
。

三
八

鉄
道
敷
設
法
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立
以
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の
山
陰
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域
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鉄
道
敷
設
運
動
（
沼
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前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
鳥
取
県
で
は
同
年
に
鉄
道
敷
設
運
動
が
活
発
に

展
開
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
島
根
県
で
は
、『
山
陰
新
聞
』
を
見
る
限
り
、
各
地
で

の
鉄
道
計
画
の
情
報
が
新
聞
報
道
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
、
地
域
に
お
け
る
鉄
道

敷
設
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
同
県
で
の
本

格
的
な
鉄
道
敷
設
運
動
の
開
始
は
、
鉄
道
熱
後
の
一
八
九
一
年
以
降
で
あ
る
。
こ

こ
に
山
陰
地
域
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
本
章
で
は
、
前
稿

で
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
一
八
八
九
年
（
厳
密
に
は
一
八
九
〇
年
一
月

ま
で
）
の
鳥
取
県
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

今
回
、『
鳥
取
新
聞
』
を
併
せ
検
討
し
た
結
果
、
当
該
期
の
鳥
取
県
に
お
い
て
計

六
路
線
の
鉄
道
敷
設
運
動
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
私
鉄
計
画
で
あ
っ
た

が
、
一
八
九
〇
年
の
恐
慌
で
全
て
頓
挫
し
て
し
ま
う
。
本
章
で
は
、
そ
れ
ら
を
路

線
ご
と
に
県
西
部
か
ら
順
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
な
お
、
主
要
地
の
位
置
に
つ

い
て
は
【
地
図
】
に
示
し
て
お
い
た
。

（
１
）
米
子
〜
玉
島
間

第
一
は
、
米
子
〜
日
野
郡
〜
高
梁
〜
玉
島
間
で
あ
る
。
こ
れ
は
山
陰
と
山
陽
を

結
ぶ
い
わ
ゆ
る
陰
陽
連
絡
線
で
あ
る
。
そ
の
計
画
は
会
見
郡
米
子
と
浅
口
郡
玉
島

（
現
倉
敷
市
）
の
有
志
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
た
よ
う（
１９
）

で
、
鳥
取
・
岡
山
両
県

知
事
も
「
頗
る
此
計
画
を
賛
成
し
居
れ
り
」
と
も
報
じ
ら
れ
て
い（
２０
）

る
。
一
八
八
九
年

七
月
二
二
日
に
は
、
浅
口
郡
の
県
会
議
員
で
あ
る
辻
英
一
・
板
谷
九
郎
と
、
会
見
・

日
野
両
郡
有
志
が
米
子
で
協
議
を
行
っ
て
い（
２１
）

る
。
辻
と
板
谷
は
「
備
伯
鉄
道
」
な
る

会
社
の
計
画
を
携
え
て
来
県
し
て
い（
２２
）

た
。
そ
し
て
、
二
人
の
語
っ
た
そ
の
計
画
と
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
（
２３
）

る
。

二
氏
の
話
し
に
よ
れ
ば
、
愈
々
諸
方
の
賛
成
を
得
る
以
上
ハ
、
山
陽
鉄
道
会

社
の
常
議
員
た
る
岡
山
県
人
難
波
二
郎
三
郎
氏
を
惣
代
と
し
て
上
京
せ
し
め
、

【地図】鉄道敷設運動関係主要地（山陰東部）
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技
師
の
出
張
を
請
ハ
し
め
、
実
地
測
量
を
遂
げ
た
る
上
に
て
、
何
れ
に
か
然

る
べ
き
線
路
を
決
定
す
る
予
定
に
て
、
且
創
業
当
初
は
恐
ら
く
利
益
も
少
な

き
事
な
る
べ
け
れ
ば
、
政
府
に
幾
分
の
補
助
を
請
ふ
覚
悟
な
り
と
云
へ
り

こ
の
備
伯
鉄
道
会
社
計
画
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
同
社
の
資
本
金

は
四
五
〇
万
円
と
報
じ
ら
れ
て
い（
２４
）

る
。
ま
た
、
一
一
月
一
二
日
の
報
道
で
は
、
工
事

は
帝
国
工
業
会
社
に
委
託
す
る
と
さ
れ
、
同
社
の
小
田
川
（
全
之
）
工
学
士
が
「
已

に
測
量
に
着
手
中
」
と
報
じ
ら
れ
て
い（
２５
）

る
。
米
子
を
起
点
に
、
岡
山
県
の
備
中
地
域

を
南
北
に
貫
く
こ
の
路
線
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

（
２
）
米
子
〜
根
雨
〜
勝
山
〜
津
山
〜
和
気
間

第
二
は
米
子
〜
根
雨
〜
勝
山
〜
津
山
〜
和
気
間
で
、「
西
伯
線
路
」
と
称
さ
れ

（
２６
）

た
。
こ
の
路
線
を
め
ぐ
っ
て
は
、
九
月
二
二
・
二
三
日
に
、
津
山
の
「
東
線
設
計
事

務
所
」
に
雇
わ
れ
た
技
師
・
小
田
川
全
之
が
鳥
取
・
岡
山
両
県
境
の
四
十
曲
峠
を

測
量
し
て
い（
２７
）

る
。
そ
の
踏
査
結
果
は
津
山
の
「
陰
陽
鉄
道
設
計
事
務
所
」
に
報
告
さ

れ（
２８
）

た
。
そ
し
て
、
九
月
二
四
日
、
伯
耆
（
日
野
郡
）・
美
作
（
真
島
・
大
庭
・
久
米

北
条
郡
な
ど
）
の
有
志
に
よ
る
集
会
が
岡
山
県
勝
山
で
開
催
さ
れ（
２９
）

た
。
こ
の
集
会
は

小
田
川
技
師
に
よ
っ
て
米
子
〜
勝
山
間
の
踏
査
（「
米
子
よ
り
勝
山
間
鉄
道
布
設
工

事
設
計
見
込
」）
が
一
段
落
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
で
、
集
会
で
は
、
米

子
か
ら
日
野
郡
根
雨
宿
を
通
り
美
作
方
面
へ
向
か
う
、「
国
道
線
」
を
経
由
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
野
郡
を
通
じ
て
会
見
郡
を
「
同
意
賛
成
」
さ
せ
、

日
野
・
会
見
「
両
郡
一
致
賛
成
の
上
ハ
協
力
し
て
」
島
根
県
に
遊
説
し
、
計
画
に

「
賛
成
」
を
得
る
こ
と
な
ど
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
西
伯
線
路
」

の
敷
設
運
動
の
拠
点
（「
事
務
所
」）
は
津
山
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
計
画
は

岡
山
・
鳥
取
両
県
有
志
の
連
携
の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。

な
お
、
先
述
の
小
田
川
技
師
の
工
事
設
計
に
よ
る
と
、
鳥
取
・
岡
山
両
県
境
の

四
十
曲
峠
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
と
し
て
い（
３０
）

る
。
こ
の
日
野
郡
根
雨
〜
四
十
曲
峠
〜
勝

山
〜
津
山
と
い
う
路
線
は
、
い
わ
ゆ
る
「
出
雲
街
道
」
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
第
二
の
計
画
の
う
ち
、
米
子
〜
根
雨
〜
勝
山
〜
津
山
間
は
、
一
八
九
四
年
五

月
に
設
立
さ
れ
る
中
国
鉄
道
株
式
会
社
の
予
定
線
（
未
成
線
）
と
な
（
３１
）

る
。

（
３
）
米
子
〜
倉
吉
〜
津
山
〜
岡
山
間

第
三
は
米
子
〜
倉
吉
〜
津
山
〜
岡
山
間
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
久
米
郡
倉
吉
〜

津
山
間
に
つ
い
て
は
河
村
郡
穴
鴨
か
ら
人
形
峠
を
経
由
、
も
し
く
は
久
米
郡
関
金

宿
を
経
由
す
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
（
３２
）

る
。
こ
の
な
か
、
岡
山
〜
津
山
間
は
中
国
鉄
道

に
よ
っ
て
一
八
九
八
年
一
二
月
に
開
通
す
る
。
ま
た
、
倉
吉
〜
関
金
間
も
一
九
四

一
年
（
昭
和
一
六
）
五
月
に
倉
吉
線
の
区
間
と
し
て
開
通
す
る
（
一
九
八
五
年
三

月
廃
線
）。

さ
て
、
こ
の
第
三
の
路
線
も
米
子
を
起
点
と
す
る
が
、
実
は
先
述
の
第
一
の
路

線
（
米
子
〜
玉
島
間
）
と
激
し
く
対
立
し
た
路
線
で
あ
っ
た
。
一
八
八
九
年
七
月

二
一
日
、
鉄
道
を
め
ぐ
っ
て
か
ね
て
か
ら
「
甲
乙
二
派
に
分
れ
」
て
い
た
伯
耆
（
鳥

取
県
西
部
）
六
郡
の
有
志
の
方
針
を
一
致
さ
せ
る
た
め
、
門
脇
重
雄
（
渡
村
、
現

境
港
市
）・
大
塚
誠
太
郎
（
米
子
町
）・
持
田
貫
一
（
大
国
村
）・
船
越
政
鏡
（
県
村
）

ら
会
見
郡
の
四
県
議
（
同
年
秋
選
出
）
が
発
起
者
と
な
り
、
米
子
町
で
伯
耆
六
郡

有
志
懇
親
会
が
開
か
れ（
３３
）

た
。
と
こ
ろ
が
、
懇
親
会
で
は
「
甲
論
」（
米
子
〜
倉
吉
〜
津

山
〜
岡
山
間
）
を
主
張
す
る
東
部
四
郡
（
汗
入
・
八
橋
・
久
米
・
河
村
）
の
有
志

者
と
、「
乙
論
」（
米
子
〜
玉
島
）
を
主
張
す
る
日
野
・
会
見
両
郡
の
有
志
者
が
互
い

に
譲
ら
ず
、
懇
親
会
発
起
者
の
思
惑
と
は
裏
腹
に
「
分
離
」
と
い
う
事
態
に
陥
っ

た
。
な
お
、
会
合
で
は
「
甲
論
」
に
つ
い
て
、
山
瀬
幸
人
が
線
路
実
測
の
説
明
を

行
っ
て
い
る
。
一
方
、「
乙
論
」
主
唱
者
に
は
、
鹿
野
悠
、
三
谷
水
哉
、
目
次
平
次

郎
、
馬
淵
定
正
（
米
子
）
の
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
第
三
の
路
線
（「
甲
論
」）

四
〇

鉄
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設
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に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
八
月
頃
、
津
山
に
「
備
、
作
、
伯
（
日
野
会
見
を
除
く
）

三
国
有
志
者
の
相
談
会
」
が
開
設
さ
れ
た
よ
う
で
あ（
３４
）

る
。
こ
の
会
で
は
、「
相
当
技

師
を
聘
雇
し
て
線
路
を
実
測
せ
し
む
る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
各
路
線
間
の
対
立
は
ほ
か
に
も
見
ら
れ（
３５
）

る
。
先
述
の
第
二
の
路
線
で
あ

る
「
国
道
線
」
支
持
派
は
「
西
線
」（
米
子
〜
玉
島
間
）
と
の
対
抗
上
、「
東
線
」
支

持
派
（
倉
吉
〜
岡
山
間
と
思
わ
れ
る
が
不
詳
）
と
協
力
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
〇

月
二
二
日
に
津
山
で
開
か
れ
た
線
路
確
定
会
議
に
お
い
て
、「
西
線
即
玉
米
鉄
道
線

に
対
す
れ
ば
、
則
ち
此
二
線
（
東
線
及
国
道
線
）
の
党
派
的
問
題
な
ら
ざ
る
こ
と

な
れ
ば
、
之
に
備
ふ
る
為
め
津
山
よ
り
備
前
和
気
迄
に
共
同
し
て
布
設
を
出
願
」

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
一
方
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、「
西
線
」
側
は
小
田

川
技
師
を
雇
っ
て
路
線
の
実
測
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
激
し
い
対
立
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
年
の
鳥
取
県
の
鉄
道
敷
設
運
動
は
活
況
を
呈
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
三
つ
の
計
画
を
見
て
き
た
が
、
米
子
は
そ
れ
ら
の
陰
陽
連
絡
線
計

画
の
起
点
地
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
、
山
陰
鉄
道
会
社
計
画
（
舞
鶴
〜
鳥
取
〜
松

江
間
、
後
述
）
の
予
定
線
上
に
あ
っ
た
。
七
月
一
〇
日
付
の
『
鳥
取
新
聞
』（「
米
子

通
信

鉄
道
一
件
」）
は
、
米
子
に
は
「
米
子
玉
島
間
の
鉄
道
を
利
な
り
と
云
ふ
者
」、

「
舞
鶴
松
江
間
の
鉄
道
を
利
な
り
と
云
ふ
者
」、「
二
鉄
道
と
も
同
地
商
人
の
為
め
に

は
余
り
利
な
ら
ず
と
云
ふ
者
」
の
「
三
派
の
議
論
」
が
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
米
子
は
こ
の
年
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
一
大
拠
点
地
で
あ
っ
た
。

（
４
）
鳥
取
〜
智
頭
〜
佐
用
〜
与
井
間

第
四
は
県
東
部
の
、
鳥
取
〜
智
頭
〜
佐
用
〜
与
井
間
で
あ
る
。
他
の
計
画
に
比

べ
て
そ
の
動
き
が
新
聞
記
事
に
現
れ
る
の
が
遅
く
、
一
八
九
〇
年
一
月
、『
鳥
取
新

聞
』
に
「
山
陰
鉄
道
」
と
し
て
詳
細
な
計
画
書
が
掲
載
さ
れ（
３６
）

る
。
主
な
経
由
地
は
、

鳥
取
〜
智
頭
〜
大
内
〜
中
原
〜
福
原
〜
駒
帰
〜
（
以
下
、
岡
山
県
）
坂
根
〜
影
石

〜
小
原
〜
（
以
下
、
兵
庫
県
）
釜
坂
〜
中
山
〜
大
畠
〜
仁
方
〜
佐
用
〜
与
井
（
千

種
川
左
岸
、
上
郡
村
の
南
東
）
で
あ
る
。
ま
た
、
工
費
予
算
の
概
算
は
鳥
取
県
庁

の
田
川
県
属
（
田
川
敬
勝
か
）
の
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
（
３７
）

た
。
そ
し
て
、
計

画
に
は
鳥
取
市
の
有
志
が
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
同
紙
は
「
今
度
当

市
の
有
志
家
が
愈
々
熱
心
に
従
事
す
る
事
に
相
談
一
決
し
た
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

そ
の
事
務
委
員
に
は
秋
山
忠
直
（
県
議
、
智
頭
郡
）、
石
原
常
節
（
同
、
邑
美
郡
）、

林
昇
造
（
同
、
八
上
郡
）
が
就
任
し
て
い
る
（
こ
の
三
名
の
住
所
は
鳥
取
市
で
あ

る
）。
こ
の
鳥
取
〜
与
井
間
の
計
画
は
、
途
中
、
岡
山
県
美
作
地
域
の
東
北
部
を
通

過
す
る
が
、
鳥
取
か
ら
現
在
の
Ｊ
Ｒ
因
美
線
と
智
頭
急
行
智
頭
線
を
経
由
し
て
、

上
郡
に
至
る
路
線
に
極
め
て
近
い
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
一
八
九
〇
年
の
年
明
け
か
ら
鳥
取
の
有
志
を
中
心
に

鳥
取
〜
与
井
間
の
鉄
道
敷
設
の
運
動
が
盛
り
上
が
る
が
、
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
伯

耆
で
の
動
き
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
月
一
五
日
、
鳥
取

市
川
端
四
丁
目
翠
松
軒
に
お
い
て
鳥
取
と
伯
耆
の
有
志
の
間
で
協
議
が
行
わ
れ（
３８
）

た
。

鳥
取
の
有
志
は
、
先
述
の
事
務
委
員
の
三
名
と
山
中
祥
曹
、
吉
村
貞
次
郎
ら
で
あ

る
。
一
方
、
伯
耆
の
有
志
は
山
瀬
幸
人
、
谷
尾
甚
三
（
県
議
、
汗
入
郡
淀
江
宿
）、

山
本
春
蔵
（
同
、
河
村
郡
西
郷
村
）
で
あ
る
。
議
題
は
鉄
道
敷
設
を
め
ぐ
る
両
地

域
間
の
意
見
調
整
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
席
で
伯
耆
の
有
志
の
三
名
は

次
の
よ
う
な
主
旨
の
意
見
を
述
べ
た
と
さ
れ
る
。

鉄
道
事
業
の
計
画
は
、
昨
年
以
来
、
備
作
有
志
者
等
と
共
に
奔
走
約
束
す
る

処
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
今
日
迄
は
因
伯
有
志
者
が
、
其
事
業
の
計
画
を
共
に

し
た
る
も
、
今
日
に
於
て
ハ
、
線
路
の
選
定
上
、
或
ハ
個
々
分
離
し
て
其
目

的
を
合
同
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
や
も
知
る
べ
か
ら
ざ
る
時
機
な
ら
ん
か
、
鳥

取
有
志
者
が
利
益
あ
る
線
路
と
す
る
所
は
、
吾
々
（
伯
耆
の
有
志

―
引
用

者
注
）
が
認
め
て
不
利
な
り
と
す
る
所
な
り
、
此
等
の
事
業
は
利
益
上
を
目
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的
と
し
て
起
る
も
の
な
れ
は
、
彼
我
競
争
の
末
ハ
勿
論
、
将
来
に
於
て
協
議

合
体
す
る
こ
と
あ
る
も
、
今
日
ハ
遺
憾
な
が
ら
諸
氏
が
協
議
に
従
ふ
こ
と
能

ハ
す

こ
の
よ
う
に
、
鉄
道
問
題
を
め
ぐ
る
地
域
対
立
は
伯
耆
・
因
幡
の
間
で
も
生
じ

て
い
た
。
こ
こ
で
の
「
鳥
取
有
志
者
が
利
益
あ
る
線
路
」
は
「
吾
々
が
認
め
て
不

利
な
り
」
と
は
、
そ
の
激
し
い
対
立
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
。「
大
要
」
で
論
じ
ら

れ
て
い
た
鉄
道
敷
設
に
向
け
た
地
域
内
で
の
合
意
形
成
は
、
山
陰
地
域
は
お
ろ
か

鳥
取
県
内
で
す
ら
も
確
立
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

（
５
）
鳥
取
〜
若
桜
〜
姫
路
間

第
五
は
鳥
取
〜
若
桜
〜
姫
路
間
で
あ
る
。
そ
の
経
由
地
は
、
鳥
取
近
傍
の
古
海

〜
八
上
郡
河
原
〜
同
郡
今
在
家
〜
同
郡
船
岡
〜
八
東
郡
福
井
（
隼
村
）
〜
同
郡
若

桜
〜
姫
路
で
あ
り
、「
八
東
線
路
」
と
紹
介
さ
れ
て
い（
３９
）

る
。
路
線
に
対
し
て
は
、
秋

山
や
岡
崎
平
（
４０
）

内
ら
鳥
取
の
有
志
の
ほ
か
、
君
村
邦
男
（
邦
雄
か
）
や
内
田
八
男
ら

八
東
郡
の
有
志
が
関
わ
っ
て
い
る
。
君
村
ら
は
、
鳥
取
県
庁
に
対
し
て
「
山
陰
鉄

道
線
路
取
調
」
の
「
請
願
」
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
た
よ
う
で
あ（
４１
）

る
。

な
お
、
岡
崎
ら
は
、
賀
露
築
港
が
成
功
し
た
場
合
に
は
、
鉄
道
敷
設
に
着
手
す
る

目
論
見
が
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い（
４２
）

る
。
こ
の
鳥
取
〜
若
桜
間
の
う
ち
、
船
岡
以
南

は
旧
国
鉄
若
桜
線
（
現
在
の
若
桜
鉄
道
）
の
路
線
に
近
い
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、『
山
陰
新
聞
』（
一
八
九
〇
年
一
月
一
四
日
「
鳥
取
の
鉄
道
論
」）
に

よ
る
と
、
一
八
九
〇
年
一
月
一
〇
日
、
鳥
取
県
（
鳥
取
市
と
思
わ
れ
る
）
に
お
い

て
鉄
道
事
業
に
関
す
る
協
議
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
発
起
人
は
秋
山
忠
直
・
林
昇

蔵
（
昇
造
か)

・
石
原
常
節
で
、
当
日
は
「
鳥
取
市
及
各
郡
」
か
ら
五
〇
余
名
が
参

加
し
た
と
さ
れ
る
（
会
長
は
岡
崎
平
内
が
推
選
さ
れ
た
）。
協
議
会
で
は
、
石
原
が

開
会
の
趣
意
と
「
播
作
地
方
有
志
者
の
此
事
業
に
付
奮
発
せ
し
景
況
」
を
説
明
し
、

こ
の
地
方
に
鉄
道
を
敷
設
す
る
可
否
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、「
衆
員
何
れ
も
大
賛
成
」

し
た
。
そ
し
て
、
敷
設
の
目
的
を
「
仮
り
に
鳥
取
を
中
心
と
定
め
、
西
ハ
米
子
に

達
し
、
東
ハ
山
陽
鉄
道
と
聯
通
せ
し
め
ん
と
の
計
画
」
と
定
め
て
散
会
し
た
と
あ

る
。
こ
の
協
議
会
は
秋
山
・
林
・
石
原
・
岡
崎
ら
鳥
取
の
有
志
が
中
心
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
陰
陽
連
絡
線
の
う
ち
、
鳥
取
起
点
の
路
線
を
支
持
す
る
者
の
集
会
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。

（
６
）
舞
鶴
〜
鳥
取
〜
松
江
間

さ
て
、
以
上
が
陰
陽
連
絡
線
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
六
の
路
線
は
、
舞
鶴
〜

鳥
取
〜
松
江
間
の
山
陰
縦
貫
線
（
山
陰
鉄
道
会
社
計
画
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
述

の
五
者
と
異
な
り
、
関
西
の
資
産
家
の
企
画
に
よ
る
も
の
で
、
一
八
八
九
年
五
月
、

摂
丹
鉄
道
（
神
崎
〜
福
知
山
〜
舞
鶴
間
を
予
定
）
が
舞
鶴
〜
松
江
間
の
路
線
を
追

加
し
、
山
陰
鉄
道
会
社
と
改
称
し
た
も
の
で
あ（
４３
）

る
。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、『
山

陰
新
聞
』
を
見
る
限
り
、
島
根
県
で
は
同
計
画
に
対
す
る
働
き
か
け
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
計
画
の
路
線
は
鳥
取
県
を
東
西
に
貫
く
が
、

鳥
取
県
で
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

『
鳥
取
新
聞
』
は
山
陰
鉄
道
会
社
計
画
に
関
し
て
、『
山
陰
新
聞
』
よ
り
も
詳
し

い
情
報
を
地
域
に
提
供
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
六
月
二
四
日
付
の
記
事
（「
山
陰
鉄

道
」）
に
よ
る
と
、
舞
鶴
以
西
の
経
由
地
は
、
舞
鶴
〜
宮
津
〜
口
大
野
〜
久
美
浜
〜

湯
島
〜
竹
野
〜
訓
谷
〜
香
住
〜
餘
部
〜
浜
坂
〜
浦
富
〜
鳥
取
〜
青
谷
〜
橋
津
〜
由

良
〜
下
市
〜
淀
江
〜
米
子
〜
荒
島
〜
松
江
で
あ
る
。
ま
た
、
別
の
記
事
で
は
全
区

間
の
ト
ン
ネ
ル
の
位
置
・
長
さ
や
、
鉄
橋
の
位
置
・
長
さ
も
報
じ
て
い（
４４
）

る
。
さ
ら
に
、

島
根
県
と
は
異
な
り
、
計
画
に
対
す
る
地
域
で
の
反
応
や
具
体
的
な
働
き
か
け
も

確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
六
月
二
一
日
、
実
地
視
察
の
た
め
来
県
し
た
山
陰
鉄

道
会
社
創
立
委
員
の
中
澤
孝
政
と
、「
鉄
道
の
賛
成
者
」
の
遠
藤
美
代
吉
（
八
橋
郡
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由
良
宿)

が
行
動
を
共
に
し
、
翌
日
、
二
人
は
武
井
守
正
知
事
や
他
の
有
志
と
接
触

し
て
い
（
４５
）

る
。
ま
た
、
同
紙
は
、
米
子
で
は
「
有
志
者
は
大
に
奮
起
し
�
々
会
合
し

て
右
（
山
陰
鉄
道
会
社
計
画
―
引
用
者
注
）
に
関
す
る
協
議
を
為
し
、
愈
々
株
主

募
集
の
日
に
は
必
ず
是
れ
に
応
ず
へ
し
と
待
ち
居
る
人
々
も
少
な
か
ら
ず
」
と
伝

え
て
い
（
４６
）

る
。

し
か
し
、『
鳥
取
新
聞
』
は
論
説
で
、「
山
陰
道
人
士
」
が
山
陰
鉄
道
会
社
計
画

の
先
頭
に
立
っ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い（
４７
）

る
。
論
説
に
よ
る
と
、
山
陰
鉄
道
は

「
我
山
陰
の
為
め
に
は
最
と
も
喜
ふ
べ
き
、
最
と
も
賀
す
べ
き
、
無
前
の
一
大
盛
挙
」

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
山
陰
鉄
道
が
竣
工
す
れ
ば
、「
我
県
下
は
申
す
ま
で
も
な
く

大
に
山
陰
全
道
の
状
勢
を
変
革
」
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
状
勢
」
と
は
、「
是

ま
で
運
輸
交
通
の
不
便
な
る
か
為
に
、
何
事
も
常
に
全
国
各
府
県
と
共
に
其
勢
を

倶
に
す
る
能
ハ
ず
、
産
業
は
振
ハ
ず
人
智
は
進
ま
ず
」
と
い
う
、
か
つ
て
「
大
要
」

で
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
山
陰
地
域
の
立
ち
遅
れ
の
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、

肝
心
の
「
山
陰
道
人
士
」
は
と
い
う
と
、「
同
心
努
力
進
取
の
気
象
に
乏
し
く
、
優

柔
に
し
て
事
を
断
ず
る
の
勇
気
な
き
が
為
め
に
、
山
陰
鉄
道
の
如
き
、
必
ず
起
さ
ゞ

る
べ
か
ら
ざ
る
事
業
も
、
終
に
他
に
先
ん
ぜ
ら
れ
、
自
か
ら
主
人
と
な
り
て
、
他

を
誘
導
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
、
主
人
の
位
置
を
他
に
譲
り
、
却
つ
て
客
人

の
位
置
に
立
つ
て
、
他
の
驥
尾
に
付
く
の
有
様
」
で
あ
っ
た
。
本
来
山
陰
鉄
道
の

計
画
を
起
こ
す
べ
き
「
肝
心
の
主
人
公
」
は
、「
却
つ
て
賛
成
者
の
位
置
」
に
立
た

さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
論
説
は
、
山
陰
地
域
に
お
い
て
別
個
に
一
会
社
を
起
こ
し
て
、
山

陰
鉄
道
会
社
に
競
争
を
挑
む
と
い
う
こ
と
は
、「
最
も
拙
な
る
」
策
で
あ
る
と
も
指

摘
し
て
い
る
。
現
に
関
西
で
山
陰
鉄
道
会
社
の
計
画
が
起
こ
っ
た
以
上
、
こ
の
「
大

事
業
」
が
「
首
尾
よ
く
竣
成
」
す
る
の
を
望
む
な
ら
、「
少
し
の
不
利
」
は
忍
ん
で
、

「
男
ら
し
く
」
会
社
の
設
立
に
賛
成
し
、
会
社
に
「
力
を
合
す
」
べ
き
で
あ
る
と
す

る
。
何
故
な
ら
山
陰
道
は
鉄
道
の
よ
う
な
事
業
を
起
こ
す
に
は
「
最
と
も
至
難
の

地
勢
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
論
説
は
、
五
月
に
山
陰
鉄
道
会
社
の
計
画
が
起
こ
っ
て
間
も

な
い
六
月
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
の
地
域
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
を
伝
え
る

新
聞
記
事
（『
鳥
取
新
聞
』、『
山
陰
新
聞
』）
の
大
半
は
、
陰
陽
連
絡
線
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
島
根
県
と
同

様
に
、
鳥
取
県
に
お
い
て
も
山
陰
鉄
道
会
社
計
画
に
関
す
る
地
域
で
の
反
響
は
少

な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節

山
陰
地
域
に
お
け
る
第
一
次
鉄
道
熱
の
特
徴

以
上
が
、
一
八
八
九
年
の
鳥
取
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
実
態
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
そ
れ
と
前
稿
で
の
分
析
と
を
総
合
し
、
山
陰
地
域
に
お
け
る
第
一
次

鉄
道
熱
の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く
。
第
一
に
、
鉄
道
敷
設
運
動
の
本
格
的
な
開
始

は
一
八
八
九
年
か
ら
で
あ
り
、
と
り
わ
け
鳥
取
県
で
の
動
き
は
極
め
て
活
発
で
あ
っ

た
。
一
方
で
、
島
根
県
で
は
第
一
次
鉄
道
熱
期
を
通
じ
て
地
域
で
目
立
っ
た
動
き

が
確
認
で
き
ず
、
山
陰
両
県
の
状
況
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
鳥
取
県
の
特
徴
は
路
線
の
多
さ
、
運
動
の
活
発
さ
だ
け
で
は
な
い
。

同
県
で
は
鉄
道
敷
設
運
動
に
対
す
る
県
知
事
・
県
当
局
の
動
き
が
確
認
で
き
る
。

例
え
ば
、『
鳥
取
新
聞
』
で
は
武
井
守
正
知
事
の
「
山
陰
鉄
道
」
に
関
す
る
「
意
見
」

が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
武
井
知
事
は
、「
或
る
筋
よ
り
聞
込
た
る
説
」
に
よ
る
と
、

「
県
下
の
衰
頽
を
招
く
の
源
と
な
る
」
と
し
て
山
陰
鉄
道
に
は
「
大
不
賛
成
」
で
、

逆
に
、
姫
路
〜
若
桜
往
来
〜
鳥
取
〜
米
子
〜
玉
島
線
の
ほ
う
が
県
下
の
「
便
利
」・

「
利
益
」
に
な
る
と
述
べ
た
と
さ
れ
、「
本
件
に
関
し
既
に
充
分
の
計
画
」
を
有
し

て
い
た
と
も
さ
れ（
４８
）

る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
田
川
県
属
に
よ
る
鳥
取
〜
与
井
間
の
路

－２１２－

四
三

鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
（
沼
本

龍
）



線
調
査
の
ほ
か
、「
田
川
土
木
課
長
」
に
よ
る
県
西
部
（
米
子
〜
玉
島
間
線
路
敷
地

視
察
）
や
八
東
郡
へ
の
出
張
も
確
認
で
き
（
４９
）

る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
県
内
の
状
況
の
な
か
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
人
物
は
、
第
一

章
で
も
登
場
し
た
山
瀬
幸
人
で
あ
る
。
一
八
八
九
年
五
月
下
旬
、
山
瀬
は
「
后
来

（
何
カ
）

当
地
方
（
山
陰
―
引
用
者
注
）
に
鉄
道
を
布
設
せ
ん
に
は
□
所
よ
り
連
絡
す
る
の

得
策
な
る
か
、
其
他
山
陰
鉄
道
に
関
す
る
実
地
の
模
様
を
視
察
」
す
る
た
め
近
県

へ
と
向
っ
（
５０
）

た
。
山
瀬
は
備
前
・
摂
津
・
播
磨
・
但
馬
の
各
地
域
を
巡
っ
て
、
山
陰

地
域
へ
の
鉄
道
敷
設
に
つ
い
て
有
志
者
の
意
向
を
確
か
め
て
い
る
が
、
備
前
に
お

い
て
同
地
の
有
志
か
ら
、「
無
論
山
陰
に
鉄
道
を
布
設
す
る
の
計
画
な
る
も
、
何
分

鳥
取
は
僻
地
に
し
て
営
業
上
の
見
込
な
き
を
以
て
、
鳥
取
を
通
過
せ
し
む
る
こ
と

ハ
目
下
如
何
ん
と
も
答
へ
難
し
」
と
い
う
厳
し
い
意
見
も
聴
い
て
い（
５１
）

る
。
そ
し
て
、

山
瀬
は
六
月
半
ば
過
ぎ
に
帰
県
し
た
後
、
七
月
の
伯
耆
六
郡
有
志
懇
親
会
（
先
述
）

で
は
「
甲
論
」
支
持
者
と
し
て
活
動
し
、
翌
年
一
月
に
は
鳥
取
の
有
志
と
の
協
議

（
先
述
）
に
も
臨
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
山
瀬
の
活
動
に
は
、
ま
さ
に
「
東
奔
西
走
」

と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
。

第
三
に
、
陰
陽
連
絡
線
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
そ
の
敷
設
運
動
は
活
況
を
呈

し
て
い
た
の
に
対
し
、
山
陰
鉄
道
会
社
計
画
（
山
陰
縦
貫
線
）
に
つ
い
て
は
、
鳥

取
・
島
根
両
県
と
も
計
画
に
応
じ
る
動
き
が
あ
ま
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
陰
陽
連
絡
線
の
敷
設
運
動
に
つ
い
て
は
、
山
陰
鉄
道
会
社

計
画
が
一
定
の
呼
び
水
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由

は
第
一
に
、
米
子
〜
津
山
〜
和
気
（
も
し
く
は
兵
庫
県
三
日
月
）
間
の
計
画
が
山

陰
鉄
道
の
「
支
線
」
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
お（
５２
）

り
、
ま
た
、「
山
陰
鉄
道
布
設
の
計

（
マ
マ
）

画
あ
る
報

導
に
接
せ
し
以
来
、
米
子
地
方
は
一
般
に
人
気
引
き
立
ち
し
有
様
」
と

も
報
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ（
５３
）

る
。
第
二
の
理
由
と
し
て
、『
山
陰
新
聞
』・『
鳥
取

新
聞
』
と
も
に
、
陰
陽
連
絡
鉄
道
敷
設
の
動
き
が
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

概
ね
、
山
陰
鉄
道
会
社
計
画
の
始
動
後
の
六
月
以
降
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、

山
陰
地
域
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
に
一
層
の
具
体
性
を
与
え
て
い
た
の
は
、
山
陽
鉄

道
の
計
画
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
上
郡
（
与
井

の
近
村
）、
和
気
、
岡
山
、
玉
島
（
駅
は
港
よ
り
北
に
位
置
す
る
）
な
ど
、
陰
陽
連

絡
鉄
道
計
画
の
南
側
の
起
点
の
多
く
は
山
陽
鉄
道
の
停
車
場
（
予
定
地
）
で
あ
る
。

ま
た
、
一
八
九
一
年
五
月
頃
か
ら
石
見
地
域
で
始
ま
る
浜
田
を
起
点
と
す
る
馬
車

鉄
道
計
画
（
詳
し
く
は
前
稿
第
二
章
を
参
照
）
も
、
目
指
す
先
は
山
陽
鉄
道
の
予

定
線
上
に
あ
る
広
島
市
で
あ
っ
た
。

特
徴
の
第
四
は
、
先
述
の
山
瀬
幸
人
の
活
動
が
示
す
よ
う
に
、
陰
陽
連
絡
線
の

敷
設
を
め
ぐ
っ
て
は
、
山
陰
・
山
陽
の
有
志
の
活
発
な
交
流
が
見
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
な
か
で
も
陰
陽
連
絡
線
の
多
く
が
岡
山
県
を
経
由
す
る
こ
と
も
あ
り
、
特

に
目
立
っ
た
の
は
鳥
取
・
岡
山
両
県
有
志
の
交
流
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
こ
れ
と

は
対
照
的
に
有
志
の
交
流
が
不
活
発
で
あ
っ
た
の
は
山
陰
縦
貫
線
を
め
ぐ
る
敷
設

運
動
で
あ
る
。
関
西
で
起
こ
っ
た
山
陰
鉄
道
会
社
計
画
に
対
す
る
関
心
は
、
山
陰

両
県
と
も
薄
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
地
域
間
の
有
志
の
交
流
と
い
う
点
で

意
外
に
感
じ
ら
れ
る
の
が
、
新
聞
か
ら
は
鳥
取
・
島
根
両
県
有
志
の
交
流
が
ほ
と

ん
ど
確
認
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道
敷
設
運
動
に
沸
き
立
つ
米
子
と
、
島
根

県
の
県
庁
所
在
地
・
松
江
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
営
業
距
離
数
に
し
て
お

よ
そ
二
九
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
松
江
の
有
志
の
動
き
は
確
認
で

き
な
い
。
第
一
次
鉄
道
熱
期
の
山
陰
地
域
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
は
、
県
レ
ベ
ル
・

山
陰
地
域
レ
ベ
ル
双
方
に
お
い
て
、
横
（
東
西
）
の
連
携
の
希
薄
さ
と
い
う
特
徴

が
導
き
出
せ
る
。

四
四

鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
（
沼
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）
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第
三
章

第
一
次
鉄
道
熱
後
（
一
八
九
〇
〜
九
一
年
）
の
鉄
道
敷
設
運
動

第
一
節

鉄
道
敷
設
運
動
の
方
式
の
変
化

本
章
で
は
山
陰
地
域
に
お
け
る
一
八
九
〇
年
恐
慌
下
（
一
八
九
〇
〜
九
一
年
）

で
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
次
鉄
道
熱
は
一
八
八
九
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
が
、
同
年
下
半
期
に
は
金

融
が
逼
迫
し
金
利
が
上
昇
し
始
め
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
同
年
末
に
一
段
と
強
ま

り
、
翌
年
一
月
に
は
株
式
恐
慌
を
引
き
起
こ
し（
５４
）

た
。
恐
慌
の
影
響
を
受
け
、
各
地

の
私
鉄
計
画
は
次
々
に
頓
挫
し
、
地
域
の
鉄
道
敷
設
運
動
は
官
設
方
式
で
の
実
現

を
目
指
す
よ
う
に
な
（
５５
）

る
。

こ
う
し
た
全
国
的
な
動
向
と
同
様
に
、
恐
慌
に
よ
り
、
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄

道
敷
設
運
動
も
、
一
八
九
〇
年
一
月
以
降
新
聞
紙
上
か
ら
一
旦
姿
を
消
す
こ
と
と

な
る
。
再
び
そ
の
動
き
が
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
れ
よ
り
約
一
年
ほ
ど
の
の
ち
の

第
一
議
会
（
一
八
九
〇
年
一
一
月
二
九
日
開
会
〜
翌
年
三
月
七
日
閉
会
）
で
の
こ

と
で
あ
（
５６
）

る
。

（
１
）
帝
国
議
会
で
の
動
き

第
一
議
会
開
会
中
の
一
八
九
一
年
二
月
二
八
日
、
武
信
克
三
ほ
か
一
一
九
名
に

よ
っ
て
、「
山
陽
道
岡
山
市
ヨ
リ
美
作
国
津
山
及
山
陰
道
伯
耆
国
倉
吉
ヲ
経
テ
同
米

子
ニ
至
ル
鉄
道
布
設
ノ
請
願
」（
鉄
道
博
物
館
所
蔵
。
以
下
、
請
願
書
と
略
記
。）
が

両
院
議
員
宛
に
提
出
さ
れ
た
。

請
願
者
で
名
前
の
わ
か
る
者
は
二
名
で
、
武
信
克
三
（
倉
吉
町
、
元
県
議
）
と

門
脇
重
雄
（
県
議
）
で
あ
る
。
山
陰
出
身
の
「
紹
介
」
議
員
は
、
桑
田
藤
十
郎
（
倉

吉
町
、
貴
族
院
議
員
）、
山
瀬
幸
人
（
衆
議
院
議
員
）
で
あ
る
。
衆
議
院
議
員
と
な
っ

た
山
瀬
は
、
一
八
八
八
年
以
来
一
貫
し
て
鉄
道
敷
設
運
動
に
関
わ
っ
て
い
た
。
請

願
書
に
は
冒
頭
に
「
我
カ
伯
耆
国
ハ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
他
一
〇

〇
名
近
い
請
願
者
の
多
く
も
伯
耆
の
人
物
で
あ
ろ
う
。

路
線
は
表
題
に
あ
る
通
り
で
陰
陽
連
絡
線
で
あ
る
。
請
願
書
に
付
属
さ
れ
た
「
岡

山
ヨ
リ
米
子
ニ
至
ル
鉄
道
線
略
図
」
を
見
る
と
、
津
山
〜
倉
吉
間
は
上
斎
原
〜
穴

鴨
を
経
由
す
る
人
形
峠
越
え
の
路
線
で
あ
り
、
第
二
章
で
述
べ
た
第
三
の
路
線
そ

の
も
の
で
あ
る
。
請
願
書
で
は
、
こ
の
路
線
は
「
該
地
方
有
志
者
」
が
「
数
千
円

ヲ
投
シ
テ
」
計
画
し
、
一
昨
年
、
小
田
川
全
之
を
雇
っ
て
実
地
測
量
を
行
っ
た
結

果
、「
凡
ソ
七
線
」
の
な
か
か
ら
最
適
と
判
断
し
た
と
あ
る
。
詳
細
な
「
鉄
道
建
築

費
予
算
」
と
地
図
を
付
属
し
た
こ
の
請
願
書
は
、
激
し
い
地
域
対
立
を
伴
い
な
が

ら
展
開
さ
れ
た
、
鳥
取
県
下
に
お
け
る
一
八
八
九
年
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
一
定
の

成
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
路
線
こ
そ
同
じ
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
請
願
書
は
同
路
線
の
官
設
鉄
道
敷
設
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
恐
慌
の
影

響
を
色
濃
く
反
映
し
た
内
容
と
な
っ
て
い（
５７
）

る
。

こ
う
し
た
官
設
鉄
道
の
拡
張
を
望
む
声
は
衆
議
院
内
で
高
ま
っ
て
お
り
、
第
一

議
会
開
会
中
の
一
八
九
一
年
二
月
一
九
日
、
佐
藤
里
治
（
山
形
県
選
出
）
に
よ
っ

て
、
私
鉄
の
合
併
・
買
収
、
新
線
建
設
と
い
っ
た
「
我
国
鉄
道
前
途
」
の
方
針
を

確
定
す
る
た
め
の
調
査
を
政
府
に
求
め
る
動
議
が
一
六
七
名
の
賛
成
を
得
て
提
出

さ
れ（
５８
）

た
。
山
陰
地
域
か
ら
は
、
佐
々
田
懋
、
佐
々
木
善
右
衛
門
、
高
橋
久
次
郎
、
吉

岡
倭
文
麿
（
以
上
島
根
県
）、
岡
崎
平
内
、
山
瀬
幸
人
、
松
南
宏
雅
（
以
上
鳥
取
県
）

が
動
議
に
賛
成
し
て
い
る
。

（
２
）
地
域
で
の
動
き

次
に
地
域
で
の
動
き
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
新
聞
紙
上
に
再
び
地
域
で
の
動

き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
八
九
一
年
五
月
頃
で
、
米
子
〜
倉
吉
〜
津
山

〜
岡
山
間
の
「
作
伯
鉄
道
」（「
両
山
鉄
道
」
と
も
）
の
計
画
が
多
く
報
じ
ら
れ
て
い
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（
５９
）

る
。
同
路
線
に
関
し
て
、
動
き
が
確
認
で
き
る
人
物
は
山
瀬
幸
人
で
あ
る
。
山
瀬
は

岡
山
県
側
の
有
志
と
活
発
に
協
議
を
行
っ
て
い
（
６０
）

る
。
こ
れ
ら
は
一
見
、
一
八
八
九

年
か
ら
の
地
域
で
の
敷
設
運
動
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、

「
到
底
私
設
に
て
ハ
資
本
募
集
の
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
実
状
」
が
あ
り
、
伯
耆
と
美

作
（
津
山
）
の
有
志
は
「
相
結
合
し
更
に
方
法
を
変
し
て
第
二
期
の
国
会
に
官
設

鉄
道
布
設
の
儀
を
請
願
せ
ん
と
今
頃
頻
り
に
奔
走
中
」
と
報
じ
ら
れ
る
な（
６１
）

ど
、
地
域

で
の
鉄
道
敷
設
運
動
も
帝
国
議
会
内
と
同
様
に
官
設
鉄
道
論
が
強
ま
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
一
八
九
一
年
秋
以
降
、
島
根
県
出
雲
地
域
で
主
体
的
な
鉄
道
敷
設
運

動
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
当
時
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
政
府
や

参
謀
本
部
に
よ
る
全
国
的
な
鉄
道
網
構
想
が
鉄
道
未
設
地
域
で
あ
る
山
陰
地
域
を

度
外
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、『
山
陰
新
聞
』
が
論
説
「
山
陰
鉄
道
論
」
な
ど

を
通
じ
て
地
域
の
有
志
に
鉄
道
の
必
要
性
を
訴
え
、
彼
ら
の
奮
起
を
促
し
た
こ
と

に
始
ま
る
鉄
道
敷
設
運
動
で
あ
る
（
詳
し
く
は
前
稿
を
参
照
）。
こ
う
し
た
動
き
の

根
幹
と
な
っ
た
の
は
、『
山
陰
新
聞
』
の
一
八
九
一
年
一
〇
月
二
〇
日
付
の
論
説

「
山
陰
鉄
道
論
」
で
あ
る
が
、
同
論
が
示
す
運
動
の
方
向
性
が
、
ま
ず
政
府
や
議
会

な
ど
に
請
願
を
行
っ
て
「
山
陰
鉄
道
」
の
「
緊
要
」
性
を
訴
え
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
も
や
は
り
官
設
で
の
鉄
道
敷
設
が
念
頭
に
あ
る
。

な
お
、
地
域
が
官
設
鉄
道
論
に
傾
く
状
況
の
な
か
で
例
外
的
だ
っ
た
の
は
、
浜

田
〜
広
島
間
の
馬
車
鉄
道
会
社
設
立
計
画
と
、
鳥
取
県
人
・
森
田
幹
ら
に
よ
る
私

設
「
山
陰
鉄
道
」
計
画
で
あ
る
。
前
者
は
一
八
九
一
年
五
月
以
降
、
岡
本
俊
信
ら

浜
田
の
有
志
と
広
島
市
の
有
志
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
計
画
（
広
浜
運
輸
会
社→

芸
石
馬
車
株
式
会
社
）
で
、
そ
の
後
の
同
区
間
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
先
駆
け
的

な
動
き
で
あ
る
（
詳
し
く
は
前
稿
を
参
照
）。
ま
た
、
後
者
の
私
設
「
山
陰
鉄
道
」

計
画
と
は
、
舞
鶴
（
も
し
く
は
敦
賀
）
〜
鳥
取
〜
島
根
県
（
全
通
）
〜
山
口
県
三

田
尻
間
の
三
〇
〇
マ
イ
ル
を
、
一
〇
〇
〇
万
円
で
敷
設
す
る
と
い
う
壮
大
な
計
画

で
あ（
６２
）

る
。
元
鳥
取
藩
士
で
鳥
取
県
の
各
郡
長
な
ど
を
歴
任
し
た
森
田（
６３
）

幹
は
、
同
年
一

一
月
、
そ
う
し
た
計
画
を
携
え
て
松
江
市
を
訪
れ
、
同
地
の
有
力
者
と
協
議
し
て

い
る
（
詳
し
く
は
前
稿
を
参
照
）。

第
二
節

地
域
格
差
を
め
ぐ
る
議
論
の
変
化

以
上
の
よ
う
に
、
恐
慌
の
影
響
を
受
け
て
、
鉄
道
敷
設
運
動
は
官
設
鉄
道
論
が

主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
変
化
し
た
の
は
こ
う
し
た
運
動
の
方
式
だ
け

で
は
な
い
。
鉄
道
敷
設
の
必
要
性
を
訴
え
る
際
の
、
地
域
格
差
問
題
の
言
及
の
さ

れ
方
も
変
化
し
た
。
地
域
格
差
の
是
正
を
め
ぐ
っ
て
、
政
府
の
鉄
道
政
策
へ
の
異

議
申
し
立
て
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
改
め
て
第
一
議
会
で
の
武
信
克
三
ら
に
よ
る
請
願
書
の
内
容
を
見

て
み
よ
う
。
ま
ず
は
、
山
陰
地
域
が
鉄
道
を
必
要
と
す
る
理
由
は
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
殖
産
興
ラ
ス
智
識
発
達
セ
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
交
通
不
便
」
な
た
め
に
、
経
済
・
文
化
面
で
山
陰
地
域
が
不
振
に
陥
っ
て
い
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
は
「
大
要
」
と
同
じ
で
あ（
６４
）

る
。

し
か
し
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
請
願
書
で
は
そ
う
し
た
地
域
格
差
が
人
為
的
に
、

す
な
わ
ち
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
請
願
書
で
は
、
ま
ず
「
東
京
大
阪
京
都
ノ
如
キ
、
智
識
商
業
ノ
中
心

ト
ナ
リ
、
海
陸
ノ
交
通
完
成
セ
ル
者
ハ
、
皆
ナ
南
方
ノ
一
帯
、
即
チ
太
平
洋
地
方

天
與
ノ
恵
ニ
因
ル
、
日
本
海
地
方
文
化
ノ
進
歩
セ
ザ
ル
モ
ノ
豈
ニ
夫
偶
然
ナ
ラ
ン

ヤ
」
と
、
日
本
全
体
に
お
け
る
日
本
海
側
地
域
と
太
平
洋
側
地
域
の
格
差
を
指
摘

し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
日
本
海
側
地
域
に
お
い
て
、
北
陸
地
方
へ
は
半
田
（
愛
知
県
）

〜
敦
賀
間
、
直
江
津
〜
軽
井
沢
間
な
ど
の
官
設
鉄
道
が
伸
び
つ
つ
あ
る
の
に
対
し

四
六

鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
（
沼
本

龍
）
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て
、「
我
山
陰
道
地
方
ハ
未
タ
嘗
テ
政
府
カ
其
敷
設
ノ
計
画
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ヲ
モ
聞
カ

・ス
、
我
山
陰
道
ハ
依
然
ト
シ
テ
交
通
不
便
ノ
境
ニ
呻
吟
シ
文
運
ノ
隆
ナ
ル
今
日
ノ

如
ニ
シ
テ
殖
産
興
ラ
ス
智
識
発
達
セ
ス
」（
傍
点
―
引
用
者
）
と
、
同
じ
日
本
海
側

地
域
の
な
か
で
も
山
陰
地
域
は
さ
ら
に
差
別
的
な
待
遇
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
。

続
け
て
、
請
願
書
は
「
欧
米
文
明
ノ
恩
光
ハ
開
港
以
来
日
本
国
ニ
輝
キ
、
国
中

四
千
万
ノ
同
胞
ハ
均
シ
ク
其
恩
沢
ニ
浴
ス
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
、
独
リ
我
山
陰
地
方

ノ
ミ
其
恩
沢
ニ
浴
ス
ル
ヲ
得
ス
」
と
、
こ
う
し
た
地
域
格
差
は
維
新
以
降
に
生
じ

た
も
の
で
あ
る
と
、
す
る
ど
く
指
摘
し
て
い
る
。

請
願
書
は
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
山
陰
地
域
の
状
況
を
「
五
畿
七
道
中
最
モ
不
幸

ノ
地
」
と
表
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
山
陰
道
は
「
帝
国
ノ
一
部
」
を
成
す
の

に
「
交
通
機
関
ノ
上
ヨ
リ
殖
産
上
ヨ
リ
又
智
識
上
ヨ
リ
考
察
ス
ル
ト
キ
ハ
、
実
ニ

日
本
帝
国
版
図
外
ニ
ア
ル
カ
如
ク
、
日
本
帝
国
ノ
眼
中
又
山
陰
道
ナ
キ
カ
如
キ
」

と
、
悲
壮
か
つ
痛
烈
な
表
現
で
政
府
の
政
策
の
姿
勢
を
批
判
し
て
い
る
。
交
通
政

策
に
お
い
て
「
大
政
府
」
が
「
尽
力
」
を
要
し
、
最
も
「
人
為
ノ
施
設
」
を
要
す

る
の
は
「
交
通
ノ
便
ヲ
得
タ
ル
ノ
地
方
」
で
は
な
く
、「
海
波
険
ニ
山
岳
高
キ
ノ
地

方
」
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
「
最
モ
交
通
ノ
開
発
ヲ
懇
望
ス
ル
モ
ノ
ハ
最
モ
交
通
不

便
ノ
地
方
」
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、「
一
国
ノ
政
府
タ
ル
モ
ノ
茲
ニ
注
意
シ
国
内
ノ

民
ヲ
シ
テ
均
シ
ク
其
慶
ニ
倚
ラ
シ
ム
ル
」
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
全
国

的
な
鉄
道
政
策
や
そ
の
鉄
道
網
形
成
の
な
か
に
山
陰
地
域
を
位
置
付
け
て
地
域
格

差
を
論
じ
、
そ
の
是
正
を
め
ぐ
っ
て
は
政
府
の
責
任
を
追
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
論
調
は
請
願
書
に
限
ら
な
い
。
次
に
、
前
節
で
触
れ
た
『
山
陰
新
聞
』

の
論
説
「
山
陰
鉄
道
論
」（
一
八
九
一
年
一
〇
月
）
で
の
訴
え
を
見
て
み
よ
う
。
こ

こ
で
も
「
嗟
呼
山
陰
道
ハ
日
本
版
図
内
に
あ
ら
ざ
る
か
、
何
ぞ
其
れ
政
府
民
人
倶

に
我
山
陰
道
を
観
る
の
冷
淡
な
る
や
」
と
、
政
府
や
参
謀
本
部
の
山
陰
地
域
を
度

外
視
し
た
鉄
道
政
策
（
構
想
）
や
、
山
陰
地
域
の
利
害
を
顧
み
な
い
世
間
一
般
の

風
潮
を
批
判
し
て
い
る
。
同
論
は
山
陰
・
山
陽
の
経
済
的
な
格
差
の
み
な
ら
ず
、

日
本
海
警
備
と
い
う
軍
事
上
の
側
面
か
ら
も
「
山
陰
鉄
道
」
の
必
要
性
を
論
じ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
財
政
の
枢
軸
を
斡
旋
し
兵
馬
の
大
権
を

掌
握
す
る
政
府
が
、
恬
と
し
て
等
閑
に
付
し
去
り
、
今
日
ま
で
更
に
此
の
長
計
を

建
て
、
以
て
東
洋
他
日
の
虞
に
供
せ
ざ
る
も
の
」
は
「
浩
歎
太
息
の
至
り
」
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
同
論
の
い
う
「
山
陰
鉄
道
」
と
は
、「
国
家
共
同
の
必
要
と
利

益
と
を
保
護
し
、
山
陰
全
道
を
し
て
独
り
日
本
版
図
外
に
置
か
し
め
さ
る
」
も
の

で
あ
っ
た
。

山
陰
地
域
が
他
地
域
に
比
べ
て
「
何
事
」
に
お
い
て
も
立
ち
遅
れ
、
不
振
に
陥
っ

て
お
り
、
鉄
道
敷
設
に
よ
っ
て
山
陰
地
域
の
そ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
い

う
議
論
は
、
先
述
の
「
山
陰
道
鉄
道
論
の
大
要
」
や
、
一
八
八
九
年
六
月
二
五
日

付
の
『
山
陰
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
柳
原
豊
太
郎
に
よ
る
投
書
（「
山
陰
鉄
道
ノ
企

ヲ
聞
キ
テ
三
丹
因
伯
雲
石
ノ
資
産
家
ニ
望
ム
」）
と
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
山
陽
と
の
地
域
格
差
を
問
題
視
す
る
も
の
の
、
地
域
格
差
是
正
に

向
け
て
は
鉄
道
会
社
の
設
立
や
そ
れ
へ
の
支
援
な
ど
、
あ
く
ま
で
地
域
の
有
志
の

主
体
的
な
活
動
に
よ
る
打
開
策
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
政
府
の
政
策
批
判

に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
柳
原
も
、
山
陰
地
域
の
現
状
を
「
各
地
ノ
中
最
モ
下

劣
ナ
ル
生
計
ノ
度
」
に
あ
る
と
、
生
々
し
い
表
現
で
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
「
運
輸
ノ
不
便
」
か
ら
く
る
産
業
発
達
の
「
緩
慢
」
さ
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
の
打
開
へ
の
道
は
、
柳
原
に
よ
る
と
、

山
陰
地
域
の
資
産
家
が
「
山
陰
鉄
道
ノ
設
企
」（
第
二
章
で
述
べ
た
山
陰
鉄
道
会
社

計
画
）
に
賛
同
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
前
稿
を
参
照
）。

こ
う
し
た
地
域
格
差
問
題
に
対
す
る
言
及
の
変
化
は
、
何
故
生
じ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
官
設
鉄
道
の
敷
設
を
望
む
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
鉄
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道
政
策
に
対
す
る
問
題
点
を
指
摘
す
る
の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
そ
の
大
き
な
原

因
の
一
つ
に
、
第
一
次
鉄
道
熱
を
経
た
こ
と
に
よ
る
、
全
国
的
な
鉄
道
網
の
拡
大

が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
次
鉄
道
熱
前
の
一
八
八
五
年
か
ら
一
八
九
〇
年
に
か
け
て

の
鉄
道
営
業
距
離
数
の
推
移
は
、
官
設
鉄
道
が
三
六
〇
㎞
か
ら
八
八
五
㎞
の
増
加

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
私
設
鉄
道
は
二
一
六
㎞
か
ら
一
三
六
五
㎞
に
激
増
し（
６５
）

た
。

第
一
次
鉄
道
熱
の
な
か
で
各
地
に
私
設
鉄
道
が
生
ま
れ
、
官
設
鉄
道
に
勝
る
勢

い
で
路
線
距
離
を
伸
ば
す
一
方
で
、
山
陰
地
域
に
は
鉄
道
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
山
陰
地
域
の
人
々
は
、
山
陰
地
域
が
よ
り
一
層
取
り
残

さ
れ
、
地
域
格
差
が
拡
大
し
た
と
の
認
識
が
生
ま
れ
、
焦
燥
感
が
増
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
中
国
地
方
に
お
い
て
は
、
神
戸
を
起
点
と
す
る
山
陽
鉄
道
（
一
八
八

八
年
一
一
月
開
業
）
が
一
八
九
一
年
三
月
に
は
岡
山
に
達
す
る
な
ど
、
山
陽
と
の

格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
た
。

第
二
議
会
（
一
八
九
一
年
一
一
月
二
六
日
開
会
、
同
年
一
二
月
二
五
日
解
散
）

に
お
け
る
、
全
国
二
三
路
線
・
工
費
計
一
億
三
五
〇
〇
万
円
と
い
う
、
大
規
模
な

官
設
鉄
道
の
拡
張
を
定
め
た
「
鉄
道
拡
張
法（
６６
）

案
」
の
提
出
者
（
全
一
四
名
）
の
な

か
に
、
山
陰
地
域
か
ら
佐
々
田
懋
と
山
瀬
幸
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、
そ
う

し
た
焦
燥
感
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
同
法
案
も
、
交
通
が
不
便
な
「
中
央
及
日
本
海

ニ
面
セ
ル
部
分
」
に
は
、
必
要
に
よ
っ
て
は
太
平
洋
側
を
後
回
し
に
し
て
も
、「
寸

時
モ
早
ク
鉄
道
ヲ
敷
設
シ
テ
其
天
嶮
ヲ
破
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
訴
え
る
な
（
６７
）

ど
、

鉄
道
未
設
地
域
の
実
情
を
十
分
に
汲
み
取
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
（
詳
し
く
は
前
稿

を
参
照
）。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
（
第
一
次
鉄
道
熱
期
〜
一
八
九
〇

年
恐
慌
期
）
の
、
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
鉄
道
敷
設
運
動
の
嚆
矢
は
、
一
八
八
八
年
の
鳥
取
県
に
お
け
る
「
山
陰
道

鉄
道
論
の
大
要
」
の
発
表
と
、
そ
の
連
載
中
に
行
わ
れ
た
演
説
だ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
そ
し
て
、
そ
の
本
格
的
な
開
始
は
一
八
八
九
年
で
あ
っ
た
。
最
後
に
そ
の
特

徴
を
ま
と
め
て
お
く
。

第
一
は
、
陰
陽
連
絡
線
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
と
、
そ
の
一
方
で
の
山
陰
縦
貫

線
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
で
あ
る
。
鉄
道
熱
が
過
ぎ
去
っ
た
一
八
九
一
年
に
石
見

地
域
で
起
こ
っ
た
浜
田
〜
広
島
間
の
馬
車
鉄
道
計
画
も
陰
陽
連
絡
線
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
の
計
画
（
運
動
）
は
、
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
で
は
、
鳥

取
・
島
根
両
県
で
六
つ
存
在
し
た
。
一
方
、
山
陰
鉄
道
計
画
（
山
陰
鉄
道
会
社
）

が
関
西
の
資
産
家
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
、
山
陰
地
域
の
有
志
へ
も
計
画
へ
の
参
加

が
持
ち
か
け
ら
れ
て
い
た
が
、
鳥
取
・
島
根
両
県
の
有
志
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ず
、
陰
陽
連
絡
線
に
比
べ
て
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
た
感
は
否
め
な
い
。

第
二
は
鉄
道
敷
設
を
め
ぐ
る
激
し
い
地
域
対
立
で
あ
る
。
第
二
章
で
確
認
し
た

よ
う
に
、
陰
陽
連
絡
各
線
の
計
画
の
推
進
者
た
ち
は
、
互
い
に
激
し
く
対
立
し
て

い
た
。
一
方
、
府
県
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
鳥
取
・
岡
山
両
県
有
志
の
交
流
は
多
く

確
認
で
き
て
も
、
帝
国
議
会
内
を
除
い
て
は
、
鳥
取
・
島
根
両
県
有
志
の
交
流
は

ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
山
陰
地
域
の
東
西
の
連
携
の
希
薄
さ

は
、
山
陰
縦
貫
線
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
と
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
、
智
頭
急
行
智
頭
線
な
ど
、
後
に
実
際
に
敷
設
さ
れ
る

路
線
に
相
当
す
る
計
画
や
、
こ
の
後
長
期
に
わ
た
っ
て
懸
案
と
な
る
路
線
が
、
鉄

道
敷
設
法
以
前
の
敷
設
運
動
の
な
か
に
、
既
に
多
く
出
現
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
敷
設
運
動
は
、
鉄
道
敷
設
法
に
明
記
さ
れ
る
予
定
線
に
反
映

さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
法
第
二
条
に
掲
げ
ら
れ
た
、
山
陰
地
域
に
関
係

す
る
路
線
は
次
の
通
り
で
あ（
６８
）

る
。

四
八

鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
（
沼
本

龍
）
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山
陰
線

一

京
都
府
下
舞
鶴
ヨ
リ
兵
庫
県
下
豊
岡
、
鳥
取
県
下
鳥
取
、
島
根
県
下
松

江
、
浜
田
ヲ
経
テ
、
山
口
県
下
山
口
近
傍
ニ
至
ル
鉄
道

山
陰
及
山
陽
連
絡
線

一

兵
庫
県
下
姫
路
ヨ
リ
生
野
若
ハ
笹
山
ヲ
経
テ
、
京
都
府
下
舞
鶴
又
ハ
園

部
ニ
至
ル
鉄
道
、
若
ハ
兵
庫
県
下
土
山
ヨ
リ
京
都
府
下
福
知
山
ヲ
経
テ
、

舞
鶴
ニ
至
ル
鉄
道

一

兵
庫
県
下
姫
路
近
傍
ヨ
リ
鳥
取
県
下
鳥
取
ニ
至
ル
鉄
道
、
又
ハ
岡
山
県

下
岡
山
ヨ
リ
津
山
ヲ
経
テ
、
鳥
取
県
下
米
子
及
境
ニ
至
ル
鉄
道
、
若
ハ

岡
山
県
下
倉
敷
又
ハ
玉
島
ヨ
リ
鳥
取
県
下
境
ニ
至
ル
鉄
道

一

広
島
県
下
広
島
ヨ
リ
島
根
県
下
浜
田
ニ
至
ル
鉄
道

こ
の
う
ち
、
舞
鶴
〜
松
江
間
、
姫
路
〜
鳥
取
間
、
岡
山
〜
津
山
〜
米
子
間
、
玉

島
〜
（
米
子
）
〜
境
間
、
浜
田
〜
広
島
間
は
、
第
二
・
第
三
章
で
見
て
き
た
鉄
道

敷
設
運
動
の
関
係
路
線
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
法
第
七
条
で
、
陰
陽
連
絡
線
が
「
兵

庫
県
下
姫
路
近
傍
ヨ
リ
鳥
取
県
下
鳥
取
ヲ
経
テ
境
ニ
至
ル
鉄
道
、
又
ハ
岡
山
県
下

岡
山
ヨ
リ
津
山
ヲ
経
テ
鳥
取
県
下
境
ニ
至
ル
鉄
道
、
若
ハ
岡
山
県
下
倉
敷
ヨ
リ
鳥

取
県
下
境
ニ
至
ル
鉄
道
」
と
い
う
、
複
数
の
比
較
線
を
含
む
形
で
第
一
期
線
に
定

め
ら
れ
た
の
は
、
陰
陽
連
絡
線
へ
の
関
心
の
高
さ
と
各
地
域
間
で
の
激
し
い
対
立

と
い
う
、
同
法
以
前
の
山
陰
地
域
で
の
動
向
を
反
映
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。第

四
に
、
地
域
格
差
問
題
に
つ
い
て
、
山
陰
地
域
の
鉄
道
敷
設
を
め
ぐ
る
議
論

や
請
願
書
に
お
い
て
は
、「
立
ち
遅
れ
た
山
陰
」
と
い
う
地
域
認
識
が
、
既
に
一
八

八
〇
年
代
後
半
に
は
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
鉄
道
は
単
な
る

地
域
開
発
の
手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
格
差
克
服
の
手
段
と
し
て
も
位
置
づ
け

ら
れ
た
。
鉄
道
敷
設
運
動
に
携
わ
っ
た
山
陰
地
域
の
有
志
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、

常
に
こ
う
し
た
地
域
発
展
の
課
題
が
念
頭
に
あ
っ
た
。
鉄
道
が
地
域
開
発
の
手
段

と
し
て
導
入
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
期
、
す
な
わ
ち
鉄
道
敷
設
運
動
の
開
始
期
は
、

地
域
格
差
が
進
行
す
る
一
画
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
第
一
次
鉄
道
熱
の
な
か
、

自
ら
の
地
域
で
鉄
道
を
実
現
で
き
な
い
ま
ま
、
恐
慌
期
に
突
入
し
た
山
陰
地
域
に

と
っ
て
、
残
さ
れ
た
道
は
官
設
鉄
道
論
で
あ
っ
た
。
鉄
道
熱
後
の
官
設
鉄
道
論
の

台
頭
と
政
府
の
鉄
道
政
策
へ
の
異
議
申
し
立
て
は
、
地
域
格
差
の
拡
大
に
対
す
る

焦
燥
感
の
増
大
の
表
れ
で
あ
っ
た
。

第
一
次
鉄
道
熱
期
に
山
陰
の
各
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
を

掲
げ
て
激
し
く
争
い
、
結
果
的
に
全
て
失
敗
に
帰
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
一
八
八

八
年
に
『
鳥
取
新
報
』
の
記
者
が
「
山
陰
道
鉄
道
論
の
大
要
」
に
お
い
て
、
地
域

格
差
克
服
の
た
め
に
は
山
陰
地
域
は
一
つ
に
な
れ
る
（
な
る
べ
き
だ
）
と
述
べ
た

こ
と
は
、
極
め
て
重
み
の
あ
る
指
摘
で
あ
っ
た
。
山
陰
地
域
全
体
の
利
害
と
個
別

地
域
の
利
害
の
調
整
の
問
題
は
、
山
陰
地
域
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
二
〇
一
〇
年
度
山

陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
の
解
読
・
翻
刻
・
研

究
と
『
初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
―
史
料
と
研
究
』（
仮
題
）
の
刊
行
」（
課
題
番

号
〇
八
〇
三
。
研
究
代
表
者
・
竹
永
三
男
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本

稿
執
筆
に
際
し
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
の
伊
藤
康
氏
、
清
水
太
郎
氏
、
お
よ
び
鳥

取
県
立
図
書
館
の
網
浜
聖
子
氏
に
は
、
史
料
等
に
関
し
て
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）
鉄
道
敷
設
法
（
一
八
九
二
年
六
月
二
一
日
、
法
律
第
四
号
）。
鉄
道
建
設
を
法
的
手

－２０６－

四
九

鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
（
沼
本

龍
）



続
に
し
た
点
や
、
政
府
の
鉄
道
建
設
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
日
本
の
鉄
道
史
上

画
期
的
な
法
律
で
、
一
八
九
二
年
の
第
三
議
会
で
の
審
議
を
経
て
成
立
し
た
。
同
法

は
第
二
条
に
て
三
三
項
に
わ
た
り
計
画
路
線
を
列
挙
し
、
第
七
条
に
て
そ
の
路
線
の

中
か
ら
い
わ
ゆ
る
第
一
期
予
定
線
の
九
路
線
を
一
二
年
間
（
六
〇
〇
〇
万
円
）
で
建

設
す
る
と
定
め
た
。
建
設
予
定
線
の
決
定
、
工
事
予
算
、
計
画
路
線
の
変
更
・
増
減
、

計
画
路
線
の
第
一
期
予
定
線
へ
の
昇
格
、
官
設
予
定
線
上
で
の
私
設
鉄
道
の
許
認
可

な
ど
、
多
く
の
事
項
に
議
会
の
協
賛
を
必
要
と
し
、
鉄
道
政
策
を
議
会
の
影
響
下
に

お
い
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

（
２
）
沼
本
龍
「
島
根
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
出
発
」（『
松
江
市
歴
史
叢
書
二

松

江
市
史
研
究
第
一
号
』、
松
江
市
教
育
委
員
会

二
〇
一
〇
年
）。
以
下
で
は
本
文
と

同
様
に
前
稿
と
略
記
す
る
。

（
３
）
藤
沢
晋
・
在
間
宣
久
「
中
国
鉄
道
の
設
立
と
そ
の
資
本
・
営
業
の
展
開
過
程
―
私

鉄
の
設
立
・
経
営
と
そ
の
国
有
化
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
―
」（『
岡
山
大
学
教
育
学
部

研
究
集
録
』
第
二
八
号
、
一
九
六
九
年
）。
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
史
』

第
二
九
巻
産
業
・
経
済
（
一
九
八
四
年
）
五
〇
・
五
一
頁
、
八
一
三
〜
八
八
八
頁
。

『
岡
山
県
史
』
第
一
〇
巻
近
代
一
（
一
九
八
五
年
）
六
一
一
〜
六
一
五
頁
。
木
村
辰

男
「
山
陰
・
山
陽
連
絡
鉄
道
の
形
成
過
程
―
鉄
道
敷
設
法
の
公
布
に
関
連
し
て
―
」

（『
神
戸
学
院
大
学
紀
要
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
七
一
年
）。
老
川
慶
喜
『
日
本
史
小

百
科
‐
近
代
‐
〈
鉄
道
〉』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
）
一
三
四
〜
一
三
七
頁
。
阿

部
恒
久
『「
裏
日
本
」
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
七
年
）。

老
川
慶
喜
『
近
代
日
本
の
鉄
道
構
想
（
近
代
日
本
の
社
会
と
交
通
三
）』（
日
本
経
済
評

論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
４
）
先
行
研
究
に
は
、
山
陰
地
域
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
起
源
を
、
米
子
〜
倉
吉
〜
津

山
〜
岡
山
間
の
鉄
道
敷
設
を
求
め
た
第
一
議
会
で
の
武
信
克
三
ら
に
よ
る
請
願
書

（
第
三
章
に
て
後
述
）
に
代
表
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
（
木
村
前
掲
論
文
な
ど
）。

阿
部
恒
久
氏
は
前
掲
書
の
な
か
で
、
鉄
道
敷
設
法
以
前
の
山
陰
地
方
の
鉄
道
敷
設
に

関
す
る
「
地
元
の
意
志
」
と
し
て
、
こ
の
請
願
書
の
み
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
が

（
二
六
五
〜
二
六
九
頁
）、
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
地
域
の
多
様
な

「
意
志
」
の
一
つ
で
し
か
な
か
っ
た
。

（
５
）
老
川
前
掲
『
近
代
日
本
の
鉄
道
構
想
』
五
二
〜
五
五
頁
。

（
６
）
阿
部
前
掲
書
二
八
九
頁
。

（
７
）
老
川
前
掲
『
日
本
史
小
百
科
‐
近
代
‐
〈
鉄
道
〉』
六
二
〜
六
五
頁
。
老
川
前
掲

『
近
代
日
本
の
鉄
道
構
想
』
四
九
〜
五
二
頁
。

（
８
）
原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
『
日
本
の
鉄
道
―
一
〇
〇
年
の
歩
み
か
ら
―
』（
三
省
堂
、

一
九
七
三
年
）
三
九
頁
。
な
お
、
老
川
慶
喜
氏
の
分
析
に
よ
る
と
、
一
八
八
一
年
度

か
ら
一
八
九
二
年
度
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
出
願
さ
れ
た
私
設
鉄
道
は
五
三
社
で
、

そ
の
う
ち
出
願
却
下
な
い
し
免
許
・
仮
免
許
の
失
効
が
二
五
社
、
開
業
し
た
の
は

（
他
社
な
い
し
社
名
変
更
後
に
開
業
し
た
も
の
を
含
め
）
二
五
社
で
あ
っ
た
（
前
掲

『
近
代
日
本
の
鉄
道
構
想
』
七
二
・
七
三
頁
）。

（
９
）
老
川
慶
喜
「
一
八
八
〇
年
代
初
期
に
お
け
る
東
北
鉄
道
の
株
式
募
集
―
飛
騨
地
方

の
名
望
家
の
鉄
道
認
識
―
」（『
生
駒
経
済
論
叢
』
第
七
巻
第
一
号
、
近
畿
大
学
経
済
学

会
編
・
二
〇
〇
九
年
）
五
五
・
五
六
頁
。
老
川
前
掲
『
近
代
日
本
の
鉄
道
構
想
』
二

六
〜
四
二
頁
。

（
１０
）
『
鳥
取
県
史
』
近
代
第
三
巻
・
経
済
編
（
一
九
六
九
年
）
で
は
「
山
陰
縦
貫
鉄
道
論
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
七
四
六
頁
）。

（
１１
）
前
掲
『
鳥
取
県
史
』
で
は
、
一
八
八
七
年
九
月
一
一
日
に
鳥
取
・
島
根
両
県
の
県

会
議
員
が
松
江
に
集
ま
り
、
岡
山
〜
境
間
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
の
敷
設
運
動
の
方
針
を

定
め
た
と
の
記
述
が
あ
る
（
七
四
六
頁
）。
こ
の
記
述
に
関
し
て
前
掲
『
鳥
取
県
史
』

に
史
料
の
典
拠
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
『
朝
日
新
聞
』
の

「
神
戸
通
信
」
に
先
述
の
鉄
道
計
画
と
松
江
で
の
会
合
に
関
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
（
た
だ
し
、
会
合
の
日
付
は
一
〇
月
一
日
・
一
五
日
）。
し
か
し
、

松
江
に
本
局
を
置
く
『
山
陰
新
聞
』
に
は
、
九
月
・
一
〇
月
に
そ
う
い
っ
た
会
合
を

報
じ
た
記
事
が
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
同
紙
は
、
先
述
の
『
朝
日
新
聞
』・「
神
戸
通

信
」
で
の
報
道
が
「
誤
聞
」
で
あ
り
「
右
等
の
事
実
は
全
た
く
無
根
」
と
報
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
前
掲
『
鳥
取
県
史
』
が
九
月
一
一
日
に
あ
っ
た
と
す
る
会
合
が
実
際

に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と
筆
者
は
考
え
る
（
詳
し
く
は
前
稿
を
参
照
）。

五
〇

鉄
道
敷
設
法
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
（
沼
本

龍
）
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今
回
、
筆
者
は
『
鳥
取
新
報
』
を
調
べ
た
が
、
同
紙
に
お
い
て
も
会
合
の
記
事
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、『
朝
日
新
聞
』（
一
八
八
八
年
五
月
二
〇
日
「
山
陰
鉄
道
」）

に
よ
る
と
、
一
八
八
七
年
当
時
、
石
見
地
方
の
有
志
者
が
鉄
道
敷
設
を
「
頻
り
に
之

を
唱
道
し
て
尽
力
」
し
た
と
こ
ろ
、「
何
分
山
陰
の
僻
地
に
住
居
し
て
従
来
斯
る
大
事

業
に
手
を
出
し
た
る
事
も
な
き
に
依
り
、
経
験
な
き
新
事
業
を
起
さ
ん
よ
り
は
、
従

来
手
慣
れ
し
事
業
を
守
る
に
如
か
ず
と
云
ふ
が
如
き
も
の
多
ほ
く
、
殆
ん
ど
立
消
の

姿
」
と
な
っ
た
が
、
広
島
の
有
志
者
が
広
島
〜
浜
田
〜
松
江
間
の
鉄
道
敷
設
を
主
張

し
た
と
こ
ろ
、
石
見
の
有
志
は
「
直
に
之
に
同
意
」
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
動
き
に

関
し
て
も
『
山
陰
新
聞
』
で
は
確
認
で
き
な
い
。

（
１２
）
日
本
国
有
鉄
道
編
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
第
二
巻
（
一
九
七
〇
年
）
五
六
〇

〜
五
六
二
頁
。

（
１３
）
こ
こ
で
の
「
進
速
」
の
文
字
は
、
記
者
に
よ
り
⑤
に
て
「
迅
速
」
と
訂
正
さ
れ
る
。

（
１４
）
こ
の
内
容
の
部
分
は
、
誤
植
が
あ
っ
た
と
し
て
、
記
者
に
よ
り
⑤
の
末
尾
に
て
訂

正
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
⑤
の
訂
正
さ
れ
た
ほ
う
の
文
章
を
引
用
し
た
。

（
１５
）
『
鳥
取
新
報
』（
一
八
八
八
年
六
月
五
日
「
山
陰
鉄
道
論
を
し
て
竟
に
立
消
に
属
せ
し

む
る
勿
れ
（
続
稿
）」）。

（
１６
）
『
鳥
取
新
報
』（
一
八
八
八
年
三
月
二
五
日
「
演
題
」）。

（
１７
）
山
瀬
幸
人
（
一
八
五
五
〜
一
九
三
五
）。
鳥
取
藩
士
山
瀬
一
の
長
男
と
し
て
鳥
取

（
鳥
取
市
品
治
）
に
生
ま
れ
た
。
正
墻
適
処
に
師
事
し
、
彼
の
研
志
塾
（
久
米
郡
松
神
、

現
北
栄
町
）
で
学
ぶ
な
か
で
、
県
中
部
に
活
動
の
基
盤
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
県
師
範
学
校
教
師
、
井
手
畑
小
学
校
訓
導
と
な
る
が
、
一
八
八
〇
年
以
降
、

国
会
開
設
伯
耆
国
委
員
、
鳥
取
県
島
根
県
合
併
請
願
委
員
と
な
る
な
ど
、
県
中
部
を

基
盤
に
政
治
家
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た
。
一
八
八
五
年
以
降
、
久
米
郡
選
出
の

県
会
議
員
と
な
り
、
衆
議
院
議
員
時
代
を
除
き
、
一
八
九
九
年
ま
で
務
め
た
（
一
八

九
四
年
か
ら
一
八
九
七
年
ま
で
県
会
議
長
に
就
任
）。
ま
た
、
一
八
九
〇
年
の
第
一
回

総
選
挙
で
は
鳥
取
県
第
二
区
か
ら
当
選
し
た
（
無
所
属
、
一
八
九
二
年
辞
任
）。
こ
う

し
た
山
瀬
は
、
倉
吉
農
学
校
（
現
鳥
取
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校
）
の
存
続
や
、
鳥

取
県
勧
学
会
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
以
上
は
、
金
田
進
編
『
鳥
取
県
百
傑
伝
』（
山
陰

評
論
社
、
一
九
七
〇
年
）、
新
日
本
海
新
聞
社
鳥
取
県
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
編

『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』（
一
九
八
四
年
）、
鳥
取
県
教
育
委
員
会
編
『
鳥
取
県

郷
土

が
誇
る
人
物
誌
』（
一
九
九
〇
年
）
な
ど
を
参
考
と
し
た
（
山
瀬
に
関
し
て
、
詳
し
く

は
こ
れ
ら
を
参
照
）。

（
１８
）
『
鳥
取
新
報
』（
一
八
八
八
年
三
月
二
七
日
「
懇
親
会
と
政
談
演
説
会
」、
同
年
三
月

三
一
日
「
倉
吉
政
談
演
説
会
の
景
況
」）。

（
１９
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
六
月
一
三
日
「
米
子
玉
島
間
鉄
道
敷
設
の
計
画
」）。

（
２０
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
六
月
一
八
日
「
鉄
道
布
設
談
」）。

（
２１
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
七
月
二
七
日
「
岡
山
及
玉
島
の
鉄
道
有
志
者
」）。
因
み

に
、
辻
と
板
谷
は
七
月
二
二
日
に
米
子
に
て
協
議
を
行
っ
た
あ
と
、
島
根
県
松
江
を

訪
れ
、
同
地
の
有
力
者
（「
二
三
の
豪
紳
」）
と
接
触
し
て
い
る
。

（
２２
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
九
二
年
七
月
一
七
日
「
玉
島
港
の
鉄
道
運
動
」）。

（
２３
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
七
月
二
七
日
「
岡
山
及
玉
島
の
鉄
道
有
志
者
」）。

（
２４
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
一
一
月
一
〇
日
「
備
伯
鉄
道
の
資
本
金
」）。
な
お
、

『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
八
月
一
五
日
「
備
伯
鉄
道
」）
で
は
、
資
金
（
三
〇
〇
万

円
）
を
玉
島
地
方
と
米
子
で
半
分
ず
つ
募
集
す
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
２５
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
一
一
月
一
二
日
「
備
伯
鉄
道
」）。

（
マ
マ
）

（
２６
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
一
〇
月
七
日
「
西
伯
鉄
道
の
墜
道
」）。

（
２７
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
九
月
二
七
日
「
日
野
郡
根
雨
宿
通
信

西
伯
鉄
道
線
路

の
測
量
」）。

（
マ
マ
）

（
２８
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
一
〇
月
七
日
「
西
伯
鉄
道
の
墜
道
」）。

（
２９
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
一
〇
月
九
日
「
鉄
道
設
計
決
議
書
」）。
以
下
、
こ
の
勝

山
で
の
集
会
の
状
況
に
関
し
て
は
こ
の
記
事
に
基
づ
く
。
な
お
、「
国
道
線
」
と
は
、

注
２７
の
記
事
に
よ
る
と
、「
米
子
よ
り
根
雨
宿
を
経
て
作
州
へ
出
づ
る
の
線
路
」
の
こ

と
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

（
３０
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
一
〇
月
七
日
「
西
伯
鉄
道
の
墜
道
」）。

（
３１
）
日
本
国
有
鉄
道
編
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
第
四
巻
（
一
九
七
二
年
）
五
一
六

頁
。
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（
３２
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
九
月
三
日
「
三
国
有
志
者
の
会
合
」）。『
鳥
取
新
聞
』

（
一
八
八
九
年
七
月
二
六
日
「
米
子
通
信

伯
州
大
懇
親
会
」）。

（
３３
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
七
月
一
七
日
「
伯
州
大
懇
親
会
」、
同
年
七
月
二
七
日

「
伯
州
有
志
懇
親
会
の
結
果
」）。『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
七
月
二
六
日
「
米
子
通

信

伯
州
大
懇
親
会
」）。

（
３４
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
九
月
三
日
「
三
国
有
志
者
の
会
合
」）。

（
３５
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
八
九
年
一
一
月
二
日
「
伯
州
根
雨
通
信

鉄
道
問
題
」）。

（
３６
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
九
〇
年
一
月
一
五
日
「
山
陰
鉄
道
」・「
其
相
談
役
」・「
其
事
務

委
員
」・「
其
工
費
予
算
」・「
又
」、
同
年
一
月
一
七
日
「
山
陰
鉄
道
布
設
工
費
予
算

承
前
」）。
以
下
、
こ
の
鳥
取
〜
与
井
間
の
計
画
の
、
主
な
経
由
地
、
工
費
概
算
（
お

よ
び
そ
の
作
成
者
）、
計
画
に
関
わ
っ
た
人
物
（
委
員
名
）
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

記
事
に
基
づ
く
。

（
３７
）
田
川
敬
勝
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録
』

第
一
一
三
冊
（
博
公
書
院
、
一
八
八
九
年
八
月
）
で
確
認
し
た
。

（
３８
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
九
〇
年
一
月
二
〇
日
「
鉄
道
に
か
ゝ
る
協
議
遂
に
纏
ら
ず
」）。

な
お
、『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
九
〇
年
一
月
一
五
日
「
又
」）
に
よ
る
と
、
こ
の
翠
松
軒

で
の
協
議
は
一
月
一
三
日
開
催
と
あ
る
。

（
３９
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
九
月
一
〇
日
「
鳥
取
の
鉄
道
論
」）。

（
４０
）
岡
崎
平
内
（
一
八
四
八
〜
一
九
一
七
）。
元
鳥
取
藩
士
で
、
初
代
鳥
取
県
会
議
長
、

初
代
鳥
取
市
長
と
な
る
な
ど
、
明
治
期
の
鳥
取
士
族
、
政
界
の
指
導
者
と
し
て
活
躍

し
、
鳥
取
県
再
置
に
も
尽
力
し
た
。
第
一
回
総
選
挙
で
は
鳥
取
県
第
一
区
か
ら
当
選

し
た
（
大
成
会
、
一
八
九
一
年
七
月
辞
職
）。
こ
の
ほ
か
、
県
内
の
郡
長
も
歴
任
し
て

い
る
。
以
上
は
前
掲
『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』
な
ど
を
参
考
と
し
た
。

（
４１
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
一
一
月
二
三
日
「
田
川
土
木
課
長
」）。
ま
た
、『
若
桜

町
誌
』（
若
桜
町
、
一
九
八
二
年
）
で
は
、
姫
路
か
ら
鳥
取
県
八
東
郡
に
通
じ
る
鉄
道

敷
設
を
め
ぐ
っ
て
の
、
同
郡
内
に
お
け
る
委
員
選
出
な
ど
に
関
す
る
戸
長
の
書
簡

（
九
月
八
日
付
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
六
三
八
頁
）。

（
４２
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
九
月
一
〇
日
「
鳥
取
の
鉄
道
論
」）。

（
４３
）
木
村
前
掲
論
文
五
三
〜
五
六
頁
。

（
４４
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
七
月
一
二
日
「
山
陰
鉄
道
の
隧
道
」、
同
年
七
月
一
四

日
「
山
陰
鉄
道
の
鉄
橋
」）。

（
４５
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
六
月
二
四
日
「
中
澤
孝
政
氏
」）。

（
４６
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
七
月
二
〇
日
「
米
子
通
信

鉄
道
に
関
す
る
人
民
の
感

情
」）。

（
４７
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
六
月
一
〇
日
「
山
陰
鉄
道
」、
同
年
六
月
一
二
日
「
山

陰
鉄
道
を
再
論
す
」）。

（
４８
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
八
月
一
日
「
武
井
知
事
が
山
陰
鉄
道
、
加
露
築
港
の
二

問
題
に
対
す
る
の
意
見
」）。
た
だ
し
、
同
紙
に
は
「
好
事
家
の
歯
牙
よ
り
発
し
た
る

戲
言
」
に
基
づ
く
武
井
知
事
の
「
意
気
込
」
が
載
る
な
ど
（『
鳥
取
新
聞
』
一
八
八
九

年
八
月
七
日
「
武
井
知
事
の
意
気
込
」）、
新
聞
報
道
だ
け
で
は
武
井
知
事
の
意
向
は

判
然
と
し
な
い
面
が
あ
る
。

（
４９
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
九
月
三
〇
日
「
田
川
土
木
課
長
」、
同
年
一
一
月
二
三

日
「
田
川
土
木
課
長
」）。
な
お
、「
田
川
土
木
課
長
」
と
あ
る
が
、
前
掲
『
改
正
官
員

録
』
に
よ
る
と
、
土
木
課
長
は
津
田
寿
昇
で
あ
る
（
一
八
八
九
年
八
月
時
点
）。

（
５０
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
五
月
二
九
日
「
山
瀬
幸
人
氏
」）。

（
５１
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
六
月
二
〇
日
「
山
瀬
幸
人
氏
」）。

（
５２
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
七
月
八
日
「
支
線
布
設
の
計
画
」）。『
山
陰
新
聞
』（
一

八
八
九
年
七
月
一
一
日
「
山
陰
鉄
道
の
支
線
」）。

（
５３
）
『
鳥
取
新
聞
』（
一
八
八
九
年
七
月
一
〇
日
「
米
子
通
信

鉄
道
一
件
」）。

（
５４
）
老
川
前
掲
『
近
代
日
本
の
鉄
道
構
想
』
四
九
・
五
〇
頁
。

（
５５
）
松
下
孝
昭
『
鉄
道
建
設
と
地
方
政
治
（
近
代
日
本
の
社
会
と
交
通
一
〇
）』（
日
本

経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）
六
〜
二
九
頁
。

（
５６
）
『
山
陰
毎
日
新
聞
』（
一
八
九
一
年
二
月
二
七
日
「
鉄
道
布
設
の
請
願
書
」）。

（
５７
）
一
方
で
、
請
願
書
で
は
官
設
で
の
実
現
を
希
望
し
つ
つ
も
、「
若
シ
官
設
鉄
道
ヲ
敷

設
ス
ル
能
ハ
ス
ト
セ
ハ
、
日
本
鉄
道
会
社
九
州
鉄
道
会
社
ノ
如
ク
、
相
当
ノ
保
証
ヲ

与
ヘ
ラ
レ
ン
事
ヲ
請
願
仕
候
」
と
あ
り
、
私
設
で
の
実
現
に
も
含
み
を
持
た
せ
て
い

五
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た
。

（
５８
）
『
東
京
日
日
新
聞
』（
一
八
九
一
年
一
〇
月
一
日
「
鉄
道
買
上
に
関
す
る
衆
議
院
議
員

の
意
向
」）。
な
お
、
こ
の
記
事
か
ら
賛
成
者
も
判
明
す
る
。

（
５９
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
九
一
年
五
月
二
三
日
「
作
伯
鉄
道
の
計
画
」、
同
年
七
月
七
日

「
両
山
鉄
道
に
就
て(

鳥
取
新
報)

」、
同
年
八
月
二
一
日
「
作
伯
鉄
道
」）
な
ど
。

（
６０
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
九
一
年
六
月
二
一
日
「
陰
陽
鉄
道
論
再
燃
（
東
伯
地
方
に
）」）。

（
６１
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
九
一
年
六
月
一
八
日
「
官
設
鉄
道
布
設
を
請
願
せ
ん
」）。
ま
た
、

同
（
一
八
九
一
年
一
〇
月
一
五
日
「
伯
州
鉄
道
の
成
行
（
再
記
）」）
に
よ
る
と
、「
本

年
の
形
勢
ハ
昨
年
に
異
な
り
国
家
鉄
道
論
盛
ん
に
行
ハ
れ
、
加
ふ
る
に
該
地
方
（
備

前
・
美
作
・
伯
耆
―
引
用
者
注
）
の
事
状
よ
り
す
る
も
、
私
設
に
て
目
的
を
達
し
併

せ
て
軍
事
有
用
の
時
に
応
せ
ん
こ
と
ハ
容
易
の
業
に
も
あ
ら
ず
、
故
に
昨
年
と
其
帰

を
異
に
せ
さ
る
も
其
趣
き
を
同
う
せ
ず
、
今
度
ハ
純
然
た
る
国
家
鉄
道
と
し
て
請
願

す
る
こ
と
に
決
し
た
る
由
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
６２
）
『
山
陰
新
聞
』（
一
八
九
一
年
一
二
月
一
日
「
私
設
山
陰
鉄
道
論
」）。

（
６３
）
森
田
幹
（
一
八
四
五
〜
一
九
一
七
）。
元
鳥
取
藩
士
で
、
征
韓
論
後
、
邑
美
義
塾
、

共
立
社
に
参
加
し
た
。
鳥
取
中
学
校
校
長
、
島
根
県
時
代
（
鳥
取
県
を
併
合
）
に
県

学
務
課
長
を
務
め
、
境
県
令
の
側
近
と
し
て
因
伯
二
州
の
人
心
慰
撫
に
努
め
た
。
鳥

取
県
再
置
後
に
は
県
内
の
各
郡
長
を
歴
任
し
た
。
以
上
は
前
掲
『
鳥
取
県
大
百
科
事

典
』
な
ど
を
参
考
と
し
た
。

（
６４
）
請
願
書
で
は
こ
の
ほ
か
、
日
本
海
で
の
「
警
備
」
の
問
題
や
、
隠
岐
の
軍
事
的
重

要
性
か
ら
、
陰
陽
を
結
ぶ
鉄
道
の
軍
事
・
国
防
上
の
利
点
を
挙
げ
て
い
る
。

（
６５
）
老
川
前
掲
『
近
代
日
本
の
鉄
道
構
想
』
五
一
・
五
二
頁
。

（
６６
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
雑
纂

明
治
二
四
年

巻
三
十
九
』
所
収
「
鉄
道
拡

張
法
案
」。
同
法
案
は
予
定
線
の
う
ち
、「
山
陰
線
」
と
し
て
、（
京
都
）
〜
舞
鶴
〜
宮

津
〜
鳥
取
間
、
姫
路
（
若
し
く
は
そ
の
近
傍
）
〜
鳥
取
〜
松
江
〜
浜
田
〜
山
口
（
若

し
く
は
そ
の
近
傍
）
間
、
岡
山
（
若
し
く
は
そ
の
近
傍
）
〜
米
子
〜
境
間
、
広
島
〜

浜
田
間
を
掲
げ
て
い
る
（
第
二
条
）。

（
６７
）
前
掲
『
公
文
雑
纂
』
所
収
「
鉄
道
拡
張
法
案
理
由
書
」。

（
６８
）
日
本
鉄
道
省
編
『
日
本
鉄
道
史
』
上
篇
（
一
九
二
一
年
）
九
五
五
〜
九
六
一
頁
。
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Movements of the construction of railways
before the conclusion of the Railway Construction

Act in the San’in Region

NUMOTO Ryu

（Cultural assets section, Matsue City Broad of Education）

〔A b s t r a c t〕

The movements of the construction of railways in the modern San’in Region(Tottori and

Shimane Prefecture) have never been elucidated in detail. Firstly, in this article we investigated

those movements before the conclusion of the Railway Construction Act in 1892, on the

basis of the local newspapers and petitions.

Ｔhis period was also known as the First Railway Boom, that is to say, the Economic

Boom of the 1880s. The Regional Disparity between the Japan Sea side and the Pacific Ocean

side was actualized gradually (“Ura−Nihon” Tendency). Then secondly, we considered how

the people who participated in those movements recognized the situations and problems of

San’in Region.

Keywords：Tottori Prefecture, Shimane Prefecture, movements of the construction of railways

the First Railway Boom, Regional Disparity
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